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はじめに：課題と方法

西欧中世経済史の分野にあって市場史研究は，

初期～後期を通じて活発な展開を見せている。

いや，考古学・民族学・人類学の分野で，「世界

システム」をも意識して近年活性化してきた，

広域的な経済・政治・文化的相互交流の研究，

あるいは経済学の分野で，市場の自動調整を前

提にし，均衡論を軸に組み立てられた新古典派

への様々な鋭い批判も考慮に入れるとき，市場

史・市場経済は，古代から現代まで貫通する中

心課題の一つと表現しても過言ではない

(Chase-Dunn [ 43] : 塩沢 [61])。

ところで，中世の市場史を扱った最近の業績

は，対象時代に応じて力点の置きどころを異に

するが，幾つかの共通の特徴を読み取れる(1)。第

ーに，これまでの狭義の商業史・都市史の枠を

越えて，各時代の社会経済・政治構造のなかに

市場現象を的確に位置づける手法が定着してき

た。一例を挙げれば，都市の前史・初期史の観

点に囚われず，領主制的な商品・貨幣流通の凝

集点，領域国家形成のための経済・政治的手段

の文脈で，あるいは宗教生活と交易の交差する

場所，として考察するといった具合である。第

ニに，初期～後期に通底する特徴として，遠隔

地商業と在地商業の複雑な絡み合いの摘出があ

る。それは，西欧経済発展の推進力をめぐる従

来の択ー論に反省を迫ると同時に，新たな方

法・理論装置に目を向けさせる契機ともなった。

第三に，実証研究の急旋回にとって史料基盤の

拡充と史料批判の厳密化の与えた意義も，看過

(1) 最近のドイツ学界の代表的業績に， Flink/Jans-
sen [ 45]とSteinmeyer[54]がある。今日なお大
市・市場史研究の出発点に捉えるべき古典的論考と

して， Ammann[41]とScholler[53]を挙げねば
ならない。その後，中心地理論の体系的適用による

市場・手工業双方に跨がる優れた業績が輩出した

が，この場では， Irsigler[22][23], Kiessling[51] 
を挙げるに留め，詳細は田北 [72]を参照願いた
い。ベルギー・フランス学界の最新の成果の摂取の

もと，厳密な史料批判に裏打ちされた国際形水準の

論文が，わが国でも多数発表されている。この文脈

では，森本 [65],佐藤 [60],丹下 [63],山田 [67]
[68]を挙げねばならない。それ以外にも，それぞ
れ市場史に斬新な観点から接近した業績として，大

黒 [57],岡村 [58],加藤 [59],田中 [62],藤田
[64], 田北 [70][71]がある。また，都市・農村
の接点をなす市場史をめぐる最近の研究動向につ

いては，森本 [66]を参照願いたい。
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してはならない。所領明細帳• 寄進文書・国王

特権・流通税表・聖人伝のような多様な文書・

記述史料に加え，古銭学・考古学の成果も広く

利用される。また，史料作成の年代的な成層性

の解明から，流通構造の時代的変化を辿る動態

分析も可能となった。第四に，上記の第二点と

も関連して，研究成果の総合化のための方法と

して， 70年代以降の都市史を彩る，「中心地」理

論の体系的適用を見逃せない。各時代の社会構

造の変化も院んだ機能的接近を通じて，「都市不

在」の時代と理解されてきた中世初期の多様な

都市的現象の検出を始め，市場構造に投影され

た時代相の追究に道も切り開いてきた。

本稿も，小都市ジークブルクの市場機能の変

化を通して，中世盛期～後期ケルン空間におけ

る中心地システム編成替えの過程を追跡する限

りで，上記の新たな潮流の一角を占める。特に，

研究方法の点で， H.アムマンが先鞭ををつけ，

その後P.シェラー， F.イルジーグラー， R.キ

ースリンクらが中心地理論を駆使して練り上げ

た，市場・手工業的な中心地システムモデルか

ら啓発を受けている (Ammann[ 41] [ 42] : 

Scholler [53] : Irsigler [28] : Kiessling [52] : 

田北 [74])。また，この作業は，中世後期ケル

ン周辺の中小都市の担う市場機能に注目し，こ

の地方の商品・貨幣流通のメカニズムの解明を

目指す研究計画の一環をなすが（田北 [70]

[71])'同時に次の狙いを併せもつことを明記

しておきたい。

第一に，中心地理論あるいはシステム論に代

表される機能的接近は，過去5000年間単一の世

界システムを想定する A.G.フランクの立場は

極端だとしても (Frank[ 46]), ともすれば商業

機能の連続性を強調する傾向をもつ。本稿では，

そのような市場機能の連続のなか，市場を支え

第 59巻第3・4号

る制度的条件の変化に投影される，質的転換の

節目を追究する。

第二に，中世後期下ライン都市の経済局面に

ついて，「停滞」説と「構造転換」説の鋭い対立

がある。ケルン経済をめぐる W.シェーンフェ

ルダーと F.イルジーグラーの論争が，代表例だ

が (Schonfelder[36] : Irsigler [22]), 本論で

は，個々の都市でなく，中心地システム全体の

動きと，システム内で都市の担う経済機能の変

化の観点から接近する。

第三に，中心地理論による空間機能と都市の

社会構造との橋渡しのために，中心地システム

の編成替えが都市手工業者に与えた衝撃を検討

する。この点で，別稿で扱った「支配とツンフ

ト」に繋がる課題，つまり手工業者の政治的カ

量上昇の前提となる経済基盤強化の問題を考察

する（田北 [80])。

最後に，本稿で使用する中心地概念に簡単に

触れておきたい。とりわけ， ドイツの代表的な

歴史地理学者である K.フェーンの提示する，

比較的厳密な概念に従っているからである

(Fehn [ 44], 10)。フェーンによれば，ある定

住に具わる機能は，次の 4種類に区別できる。

まず，中心地理論の提唱者， W.クリスターラー

の主張する中心地機能，すなわち特定定住の住

民からの需要を越える財貨・サービスの供給能

力をもち，その余剰を遠隔地でなく周辺地に供

給する，従って緊密な交互関係によって結ばれ

た周辺地形成的な機能で，歴史研究では史料的

な制約もあって，通常，経済，政治・行政（領

主制）および宗教・文化の 3側面が取り上げら

れている。次に，鉱産物資源・軍事上の要害地

のように，自然条件に強く規定された特異機能。

さらに，遠隔地商業と原料・製品を域外市場に

依拠する輸出向手工業のように，周辺地形成的
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というよりは，むしろ広域的な点・線状の関係

を表現する拡散機能。最後に，レーエン制に代

表される，緊密な人的紐帯に裏打ちされた対人

機能。

本論では，次の 3点を留保して，フェーンの

概念を基本的に踏襲する。特定の地域を自己完

結的な閉じた空間とではなく，上位中心地を経

由して域外世界に開かれた，従って地域内外の

諸力が重層的に作用する空間と捉えること。次

に，遠隔地商業・域外市場向け手工業の中心性

形成の促進的作用を強調するイルジーグラー説

を踏襲して (Irsigler[23]), 広域的なネットワ

ーク論と地域的なシステム論との連結を図るこ

と (Hohenberg/Lees[ 47], 47-73)。地理的・

空間的次元と社会構造の橋渡しに際して，問屋

主や商人といった特定の「中心的階層」でなく，

できるだけ広範な階層，特に生産者にまで裾野

を広げて接近すること。なお，本稿の背景とな

る学説には，この市場史以外にも，近年様々な

角度から通説の再検討が進められている，小都

市研究・中世後期の「危機論」・ツンフト史があ

ることを付言しておきた（田北 [73][81])。

I . 中世盛期の都市形成史

下ライン諸都市の年市システム

中世ジークブルクの経済・政治史の詳細につ

いては，別稿を参照いただき（田北 [80]), こ

の場では，市場機能に直接関わる概観に留める

（典拠も含めて，表ー 1を参照）。

都市の起源は， 1064年ケルン大司教がプファ

ルツ伯戦の勝利後， ミハエル山頂の城砦跡にベ

ネディクト派修道院を創建したことに端を発す

る。その後， ミハエル山麓の教区教会，聖セル

バティウス教会を核として都市形成が進行する。

1182年には史料に囲壁建設を窺わせる

oppidumの語と，裁判・市政の要に位置する参

審人が早くも登場して，法制的・地誌的に都市

的体裁を整えてくる。E.エネンは，およそ120年

間で「完全都市」に成長したジークブルクを，

この地方で最も短期間に都市形成を達成した例

に数える (Ennen[14], 14)。K.フリンクは，

その都市形成史を多様な中心地機能の集中に注

目して，修道院市場(1064-1140)→商業地(1140

-1182)→完全都市 (1182- )の 3段階で捉え

る (Flink[15], 179-81)。

第一段階の発展の基礎は，修道院創設時の広

大な所領獲得にある。 E.ヴィスプリングホーフ

に従えば，その所領は，比較的後期の創立にも

かかわらず，土地所有の大規模性と広範囲への

分散とから特徴づけられる (Wisplinghoff

[39], 78)。1074年の修道院創設文書と1121年

ケルン大司教の文書から再現できる限りの所領

分布を表示したのが，地図ー 1である。台帳系

史料の欠如から，所領経営の詳細は残念ながら

不明だが，経営拠点の修道院を中心に，早くか

ら市場取引が発達した。 1069年にはケルン大司

教アンノの要請のもと，国王ハインリヒ 4世か

ら市場開設・流通税徴収・造幣特権が，発給さ

れている。また1071年には，市場訪問者の安全

確保のため修道院周辺にバン領域の設定と，修

道院長による罰金徴収権とを認めた，国王特権

が発給され，この時期の市場取引の活性化を窺

わせている。その間，ケルン大司教アンノは，

ジークブルクにおける荘園経営の拠点，ヴィ

ラ＝アントレファの定住近辺への移動やケルン

手工業者の移住策を通じて，都市的機能の拡充

を積極的に推進した。市場取引の活性化に伴う

貨幣需要増に応えるかのように， 11世紀末にユ

ダヤ人の定住が，そして1135年からは造幣活動

も確認される。
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それと並んで宗教的要因も，都市的機能の拡

大に貢献した。下ライン地方におけるベネディ

クト派の修道院改革の拠点として，ケルンの聖

パンタレオンと聖マルティン，ケルン近郊のブ

ラウワイラー，ベルギシュ＝グラドバッハ， ド

イツ，あるいはユトレヒトの聖パウルの各修道

院に直接影響を与えただけではなく，フレヒト

ルフ，グラーフシャフト（ヴェストファーレ

ン），ジンスハイム（シェパイエル近郊），イー

ブルク（オスナブリュク），ザールフェルト（チ

ュリンゲン）を始め遠隔地にも修道士を派遣し

て，改革運動を推進した (Wisplinghoff

[40], 22-3)。それに対応して修道院も急成長

する。 1075年に40名だった修道士数は， 1105年

に70,--....,80名に， 1121年には120名にも達してお

り，また1125年に確認できる分院も 8ヶ所を数

えている。それに，巡礼地としての吸引力が加

わる。 1075年に没したケルン大司教アンノは，

彼の遺言通りジークブルクの修道院内に埋葬さ

れたが，その墓地は， 12世紀半ば下ライン地方

でも最大級の巡礼地になったといわれる。

このような修道院市場から遠隔地商業の接合

する商業地への発展は， 1140年頃には鮮明な姿

をとってくる。 1125年ケルン大司教フリードリ

ヒがジークブルク商人に付与した，ケルンにお

ける流通税免除特権は，ケルン市場経由の広範

な能動的商業活動への対応と見なせる。事実，

12世紀半ば中部・上部ライン地方でジークブル

ク商人のブドウ酒取引が確認されている。同時

に，ジークブルクの地域市場としての地位も強

化された。 1174年皇帝フリードリヒ 1世は，既

述の国王ハインリヒによる市場・流通税・造幣

特権とバン領域設定特権を追認し，併せて周辺

2マイル以内の年市新設を禁止して，ジークブ

ルク市場の保護・育成を図る。フリンクは，そ

第 59巻第3・4号

のような活発な商業活動の基礎に，手工業生

産＝製陶業の発展を見て取る。しかし，考古学

的出土品の年代決定をめぐっては，現在のとこ

ろ1150年説と1250年説が鋭く対立して，まだ争

論の余地がある (Herborn[16], 127-8)。

ところで， 1180年代までと対照的に，「完全都

市」成立後の 1世紀について都市史関係の伝来

史料数は激減する。 1285年修道院長・参審人・

市参事会によるケルン市民への安全護送特権の

付与と， 1286年ケルン市民への債務支払に羊毛

が当てられた事実とが，わずかにケルンとの密

接な経済関係を窺わせるに過ぎない。そして，

折しも13世紀後半,....__,14世紀初頭は，ベネディク

ト派修道院全体の深刻な経済的危機の時期に当

たり，この点ジークブルも例外ではなかった。

従って，修道院経営の危機に起因する，都市経

済停滞の兆候を読み取ることも可能だが， E.エ

ネンは，この時期ケルン経済の飛躍的拡大と関

連づけて説明する。すなわち， 12世紀末ケルン

を頂点とする市場・手工業的な中心地システム

の形成につれ，周辺小都市の遠隔地商業機能は

吸収されて，地域的な中心地へと編成替えされ

たというのだ (Ennen[12] 184-8, [13] 72-

3)。最近の業績から補足しながら，エネン説の

概要を紹介していこう。

12世紀半ば以降ケルン経済は，めざましい発

展を遂げる。まず，人口成長は急で，既に1180

年第二次囲壁拡大を余儀なくし，同時に住民数

3万のケルンをドイツ最大の中世都市の地位に

まで押し上げた。それと歩調を合せて，商工業

も急旋回する。 1149年に敷布工，そして1180年

には輔轄師のツンフトが史料上で確認され， 13

世紀初頭に最大の輸出産業の担い手である毛織

物工と羅紗商の両ツンフトも加わる。絹工業・

金銀細工業の顕著な成長が始まるのも，この時
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期のことである。これら活発な輸出産業に支え

られて商業関係は，イングランド，スカンディ

ナビア，低地地方，マース流域からアルザル，

ライン中流・上流域，モーゼル上流域，上部ド

イツと，北西ヨーロッパ全域に射程を伸ばして

くる。ここに，都市の経済類型として「輸出向

手工業・遠隔地商業都市」の輪郭が，鮮明に形

成されてくる。

この経済的発展はケルンに留まらず，下ライ

ン諸都市全体を巻き込む。その端的な表現が，

下ライン 4都市の年市システムの形成である。

これまで研究史上シャンパーニュ，フランドル

および東部イングランドの大市の陰に隠れ，ほ

とんど注目もされなかったが，近年ようやく見

直しが始まった (Irsigler[29])。1173年皇帝フ

リードリヒ 1世によるアーヘンとデュイスブル

クの年市開設特権の付与を通じて， 1200年頃に

はケルンとユトレヒトを併せた 4都市の年市シ

ステムが確立する (Irsigler[29], 78の図ー 4を

参照）。ほぼ1年を通して順次開催される，この

年市システムは，遠隔地商業の結節点をなして

いただけではない。地域的な商業拠点としてボ

ン，ェッセン，ジークブルク，ノイスなど一群

の小都市の年市を加え，「ケルンを上位中心地に

押し上げつつ」有機的な市場機能の分担に基づ

く中心地システムを形成した (Ennen[12], 186 

-8)。『ジークブルク奇蹟伝』に含まれる1184年

の一節が，多少の誇張はあれ，この時期のジ一

クブルク年市の賑わいを伝えている。

「キリスト昇天の祝日 (5月10日）にジーク

ブルクで開かれる年市は，多くの訪問者を引き

つける。数多くの人々が，あらゆる方向から取

引のために来訪する。集う人々の数が多ければ

多いほど，盗みの機会も増すことは，広く知ら

れている。その日に次のような事件が発生した。

人ごみに紛れて一人の泥棒が，たぐい稀なる巧

妙さをもって，住民の一人から大きな毛織物の

反物を盗みとった。その直後に男が被害に気が

ついたとき，彼の妻はあわてふためきつつ，聖

なる司教アンノの御名を唱え，助力を乞い願い，

そして聖なる司教アンノの力添えのおかげで盗

まれた織物が無事手元に戻ったときには，その

織物と同じ長さだけの蠍燭の芯を捧げることを

約束した。その結果は，まさに驚嘆に値するも

のであった。その翌日，盗まれた毛織物が，一

人の婦人の手を介して男の住む家まで届けられ

た。その男の妻は，祈願の際の約束を思い出し

て恐れおののき，その翌日，聖なる司教アンノ

の墓所に約束した長さの燈明を捧げた」 (Her-

born [17], 68)。遠隔地から供給される外部産

毛織物の売買と，「あらゆる方向から」市場来訪

者を吸引する年市の活況とは，遠隔地商業と上

記年市システムとの密接な結びつきを示唆する。

ところで，中世盛期ケルンの経済的影響圏へ

のジークブルクの編入の論拠として挙げられる

のは，この年市システムに留まらない。次に，

批判的な検討を加えつつ，それを紹介しておこ

う。

まず， 1180/83年ジークブルクの修道院・教

会によるケルン産の祭壇・聖遺物箱の購入に象

徴される，手工業的な依存関係がある。しかし，

フェーンの分類に従えば，金銀細工のような工

芸・奢｛多工業は，一般に，原料・製品双方の遠

隔地市場への依存度の高い拡散機能に分類され

る。 12世紀末ケルンから同種の製品が，都市リ

ューベックに供給された事実が，その点を雄弁

に物語っている。手工業的な機能分担関係を語

るためには，中世後期ケルン「経済統一体」の

形成を待たねばならない（その意義と限界につ

いては，田北 [69]参照）。

-261-



経済学研究

次に， 12世紀ジークブルク商人のケルンヘの

移住が，いわゆる「中心的階層」の移動に伴う

中心地間の階層序列の編成替えを生み出したと

いわれる。この時期ライン都市のうちケルンに

最大の移出者を数えたのは，ジークブルクとノ

イスの24名で，第二位のアーヘンとデュイスブ

ルクの14人を大きく引き離している。最近ヘア

ボルンは，ケルンのギルド名簿との対比から，

21人を有力商人と確認し，そしてジークブルク

の都市発達の初期に起こった，この活力ある階

層の大量流出が，後の社会経済・法制的な発達

方向も規定したと主張する (Herborn[16], 131 

-2)。それが，上位・中位という中心性の序列

化を促進したことを否定できないが，ジークブ

ルク・ケルン間の商人の移住は，決して一方通

行に終わらず，相互交流の性格をもっていたこ

とを忘れてはならない。 1330年ジークブルクの

囲壁拡大期には，逆にケルンの有力商人家系の

移入が知られるからだ。

最後に， 12-13世紀ケルンの貨幣制度におけ

る高い中心地機能が指摘される。この時期ケル

ンのペニヒ貨の流通圏は，下・中部ライン地方

全域にまで及んでおり，ジークブルクもケルン

貨幣に強く依存したというのだ。しかし， R.キ

ースリンクも指摘するように， 13世紀半ば以降

ペニヒ貨の減価と，遠隔地商業の活性化に伴う

高額貨幣への需要の高まりとは，貨幣制度の再

編を余儀なくした (Kiessling[51], 846)。13世

紀末以降ケルン空間には流通貨幣の純度に応じ

たケルンの計算貨幣=pagament制が広く採用

され，また14世紀半ばからはグロシェン・グル

デン貨に代表される広域流通向けの金貨・銀貨

併用が普及して，地域的なペニヒ貨時代に終止

符を打った (Ennen[13], 69)。ここでも，上記

の商人の移住と同じように，連続のなかの断絶

第 59 巻第 3• 4号

を辿ることが可能である。

その際エネンは，「史実による豊かな裏付けを

受け取るのは，後のことだが」(Ennen[12],186) 

と留保してはいるが，中世盛期・後期を量的発

展において連続的に理解することは間違いない。

他方，イルジーグラーは， 12-13世紀ライン地

方における農工分離の進展に伴う都市網の桐密

化に注目し，「以前の都市・ヴィク・市場地など

の並立状況を解消に導く，中心地として諸都市

間の真の階層序列の成立」 (Irsigler[28], 29) 

と述べ，都市を核とした経済的な中心地システ

ム形成を主張する。しかしイルジーグラーにあ

って中世盛期・後期は，連続的には捉えられて

いない。彼の提唱する中世後期ケルン「経済統

一体」 ケルンの代表的輸出産業で問屋主の

主導のもと，周辺地中小都市・農村との間に原

料・中間製品供給と仕上・輸出とを基軸関係と

して形成された有機的分業圏 は，その前後

の時期と鮮明な質的差異＝断絶を表現している

ヵンらだ (Irsigler [22] [23])。

筆者は，中世盛期下ライン諸都市の年市シス

テムに象徴される，緩やかな商業的な中心地シ

ステムが，中世後期に根本的な再編を経験した

と考えたい。この点は，下ライン 4都市の年市

システムが， 13世紀以降急速に意義を失う事実

から，容易に見て取れる。イルジーグラーは，

その衰退要因を制度に焦点を合わせ 3点に整理

する (Irsigler[29],74-5)。第一に，遠隔地商

業のケルンヘの一極集中。それは，ケルン商人

の能動的活動の拡大と，本来，大市における「取

引自由」の原則に阻害的作用をもつシュターペ

ル政策の漸次的拡充と，能動・受動の両面を含

む。第二に，皇帝フリードリヒ＝バルバロッサ

以降，超越的な権力による下ライン全域に対す

る経済政策の欠如に伴う，帝国，ケルン大司教，
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ユトレヒト司教，都市ケルン・アーヘン・デュ

イスブルク商人の複雑な利害状況の調整の困難

化。第三に，他の 3大市地域で見られる有力教

会領主の後押しの欠如。

しかし，その深部に横たわる，経済構造の転

換を看過してはならない。特に， 13世紀------14世

紀初頭ヴィリカチオン制の解体と定期借地への

移行，それに伴う「農民的貨幣経済」の発展が

大きく働いている (Irsigler[21] [26] [27])。

都市の経済的発展と並行して，商業的農業・生

産の地域特化の拡大に拍車がかけられた。その

代表例として，下ライン北部の散居定住地域に

おける牧畜経営への傾斜と，西部平野部での商

品作物栽培の拡大 既に一部では，休閑地耕

作に象徴される集約化をも基礎に，手工業用原

料の大青・茜・麻・ホップや飼料作物のヤハズ

エンドウ栽培が普及した とが挙げられる。

このような農業構造の転換を基礎とする地域市

場の拡大と，ケルンをパイプとした低地地方・

イングランドからの外部活力の流入と，内外要

因の重層的作用のもと，中世盛期の中心地シス

テムの編成替えが進む。そして，中世後期ライ

ン地方の都市・農村双方を捉えた経済構造の転

換を象徴的に表現するのが，ケルン「経済統一

体」ということになる。別稿でも触れた通り，

この「経済統一体」は，問屋制度という経済関

係を媒介としただけでなく，様々な制度に裏打

ちされていた（田北 [69])。この制度要因を照

射しながら，中世後期ケルン空間の中心地シス

テム確立過程を追跡することが，次章以下の中

心課題となる。

II. 中世後期の市場と市場領域

「中位中心地」の地位確立

本章では，ジークブルクの市場機能の考察に

不可欠な，売買の場＝「中心的諸施設」として

の市場と，市場の経済的な影響圏＝市場領域と

を概観し，中心地システムにおけるジークブル

クの位置を明らかにしておこう。

(1) 市場

ジークブルク市場の初期史は曖昧で，既述の

通り，修道院市場から商業地への発展を，国王・

ケルン大司教の発給した商業特権，あるいはユ

ダヤ人の定住・造幣活動から跡づけうるに過ぎ

ない。その唯一の例外が，先に紹介した1184年

の「奇蹟伝」の一節である。しかし，その後2

世紀近く市場関係の史料は伝来せず，年市・週

市の情報が得られるのは，ようやく 14世紀末の

ことである。以下，年市から順次見ていこう。

中世・近世ジークブルクでは 4年市の開設が

知られる(2)。しかし，本稿の対象とする中世後期

については，教会堂開基祭Kirmesseに開かれ

る既述の 5月の年市を除けば，聖マタイの祝日

(9月21日）の年市に限られる。しかし，後者

についても，市場開設文書や市場取引関係の史

料は伝来せず， 1491/92年都市会計簿の「聖マ

タイの年市のための支出」 (Lau,86)の記録か

ら，年市開催をわずかに看取できるだけである。

他方， 5月の年市は， 1397年ケルン市参事会か

らジークブルク都市当局宛の下記の書簡に明ら

かなように，この時期にも地域市場として重要

性を維持している。「商品を携えた我ら（ケルン）

の市民数名が，例年通り，都市ジークブルクで

(2) 本論の対象外の 2年市は，次の通りである。聖ア

ポリナリスの祝日 (7月23日）に開催される第三年

市で， 1563/64年都市会計記録の「新年市開設のため
の支出」 (Lau,86)の記載から，その存在を窺える
に過ぎない。聖ニコラウスの祝日 (12月6日）に開
催される第四年市は， 1600年都市当局からの要請を
受けて修道院長が発給した市場開設特権に起源を

もつ (QRW,162-3)。当文書は，開設後3年間の

商人のアクチーゼ・流通税免除を定めて，年市の振

興がはかられている。
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開催される教会堂開基祭の年市に向かった。そ

の途中で，名前を挙げたジークブルク市民4名

（省略）と他の仲間たちが，我らの市民を襲っ

て損害を与えた。我ら相互の友好のために，我

らの市民が今後そうした危難に遭遇せず，安全

護送のもと無事に往来できるよう，力添え願い

たい。また我々は，前述のような我らの敵が，

略奪品をジークブルクに運び込み，またジーク

ブルクに居住して，都市内外で我らの市民の襲

撃を虎視淡々と狙いうけていることも，承知し

ている。我らの市民が，今後損害を受ける事態

を招ねかぬよう，より厳重な警戒をお願いした

い」 (Ennen/Eckerz-IV,597)。この年は， 1395-

1497年都市の支配権をめぐる都市領主＝修道院

長と修道院守護＝ベルク大公の抗争と，それと

重層して発生した市民の「自治拡大」闘争

その背後にケルン大司教と都市ケルンが支援者

として控える との最中に当たり，このよう

な政情不安の時期に「例年通り」ケルン商人が

来訪したことは，両都市間の長年にわたる緊密

な商業関係を窺わせて注目される。

次に，週市に目を転じてみよう。週市が史料

に初めて登場するのは， 1386年都市当局の裁判

条例においてである。「都市共同体全体の利益の

ために，我らのヘル（修道院長）による次の提

案を受け入れる。今後，木曜日には全ての人々

の出入りを自由とする。すなわち，誰も債務を

理由として他人（の身柄•財貨）を拘束し，差

し押さえてはならない」 (QRW, 2)。従って，

債務に伴う共同体構成員全員の負うべき，いわ

ゆる「連帯責任」の免除が明記され，週市の自

由が宣言されている。しかし，木曜日の開催と，

その起源の1386年以前への遡及可能性との 2点

を除けば，取引商品に関する情報は乏しく，

1470-16世紀初頭の罰則簿から，一端を垣間見

第 59巻第3・4号

れるに過ぎない。「塩，獣脂，蠣燭，脂肪，亜麻

織物，亜麻製衣服，塩漬魚，食肉，ベーコンと

その他の商品は，古くからの慣習通り，市場に

おいて場所を問わず販売できるものとする」

(QRW, 11, §. 13), 「余所者は，木曜日（の週

市）を除いて，穀物を販売してはならない。ま

た，ジークブルクに居住する市民以外に穀物を

販売してはならない」 (QRW,12, §. 29), 「干

し草市場や他の公共の場所に露店を出している

者は，古くからの慣習通り，亜麻，干し草，そ

の他の商品が販売されるときには，露店を片づ

けるべし」 (QRW,14, §. 49)。従って週市は，

市民・周辺住民にたいして食料品・原料・飼料

といった生活必需品取引の場を提供していた。

もっとも，この週市と年市の関係を在地商品

対遠隔地商品と鮮明に色分けできるか否か，明

らかでない。特に，ライン左岸の小都市チュル

ピヒと違って，年市の店舗・商品配置を詳細に

定めた史料は，伝来しないからだ（田北

[70])。ただ，春の到来を告げる 5月に，しか

も宗教的・祭礼的行事も兼ねて開催される年市

は，広範囲から多数の人々を吸引しており，在

地商品を越える需要を生み出したことは間違い

ない。 1184年「奇蹟伝」に記された外部産毛織

物の取引や， 14世紀末ケルン商人の定期的訪問

が，それを物語る。ここでは，年市のもつ週市

を越える市場機能の指摘に留めておこう。

ところで，年市・週市以外にも，上記の罰則

簿に見える「露店」のように恒常的な取引の場

もあった。先の罰則簿から読み取れる限り，関

係する条項を列挙すれば，次の通りである。「オ

イツェンの場所から上り坂を登ってプリーエン

の場所まで，家の中を除いて塩漬魚・鰊を販売

してはならない。また，汚物と汚水を通りに流

してはならない」 (QRW,12, §. 28), 「誰も，
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荷車に載せてであれカゴに入れてであれ，無断

で市場に露店を構えてはならない」 (QRW,

14, §. 55), あるいは露店・呼び売の別は不明だ

が，「誡物売りは，毛織物の洗い場より上流で馘

物を洗ってはならない」 (QRW,15, §. 62)。屠

殺後の傷みの速い家畜の馘物や魚が，対象とさ

れている。それ以外にも， 1468年の武器所有市

民の一覧・手工業文書から看取できる，雑貨商・

パン屋・肉屋・靴屋・毛織物工・毛皮細工師・

樽作エ・鍛冶屋・陶工の仕事場を兼ねた店舗を

忘れてはならない (QRW,99-101)。

(2) 市場領域

ジークブルクの様々な市場は，向心カ・遠心

カの交差する場として，周辺地域に影響を及ぼ

していた。以下では，この分野で文字通り「開

拓者」の役割を演じた， H.アムマンの業績を手

がかりに，ジークブルクの市場領域を明らかに

する。特に，この市場領域の広狭は，中心性強

度を測る指標にも利用されているからである。

P. シェラーが，アムマンの研究成果を下敷きに

提示した，中世後期シャフハウゼン空間の市場

的な中心地システムモデルにおいて市場領域は，

周辺地・後背地・経済的影響領域の 3層に区別

され，市場機能の格差の端的な表現である取引

商品種（日常品・非日常品）と並び中心地の序

列化の目安とさえされている (Scholler[53], 

88-90 : 田北 [74] 46-50)。

ところで，アムマンの業績は別の機会に詳し

く取り上げたので，この場では要点の紹介に留

める（田北 [72],61-70)。アムマンは，都市の

商業・手工業活動が，「都市経済」の前提する禁

制圏など法制的領域を大きく越える事実に目を

留め，都市の経済的な存立基盤に「生活空間」

の概念を当て，その編成の複合性の解明に力を

注いだ。特に，都市に付属する市場領域に関し

て，近在市場の機能空間である「狭い市場領

域」，地域的広がりをもち，基本的に中規模以上

の定住の属性をなす「広い市場領域」，および遠

隔地市場の 3層に分け，それぞれの地理的範囲

確定のための指標も提示した。この手法は，シ

ュワーベン諸都市とニュルンベルクに関する精

緻な実証研究に裏打ちされていただけに，その

後，中心地理論を援用した研究からも広く継承

された。それらの成果を踏まえつつ，ジークブ

ルクの市場領域を追究しよう。

まず，日常的な取引関係で結ばれた「狭い市

場領域」確定のための精度の高い指標として，

次の 2つを利用する。一つは，ユダヤ人金融業

者の顧客層の分布，つまり小額資金貸借関係の

広がりに関する史料で，ここジークブルクには，

1359-72年ユダヤ人金融業者ジーモンの貸付帳

簿が伝来する (Irsigler[25])。この史料から

は，顧客の地理的分布だけでなく，一部債務者

の職業も読み取れ，信用関係の広範な階層への

浸透を窺えるが，この問題には次章で立ち返る

（表ー 2を参照）。もう一方は，都市市場で免税

特権を享受し，その反対給付として橋の管理・

補修のための労働・資金提供義務を負う定住の

分布で， 1572年ジークブルクの修道院長と隣接

のアムト＝ブランケンベルクのアムトマンとの

間に交わされた苦情書・回答書が，興味ある情

報を含む。 1570年の洪水による橋の流失後，後

者の導入した渡し舟の運行権に関する修道院長

の苦情への回答書には，次の文言がある。「都市

ジークブルクのジーク川に橋が一つ架かってい

るが，ブランケンベルクの領民は，通行税，流

通税を支払わずに利用してきた」 (UQ-II, 54 7-

8)。ちなみに，この（アムト）ブランケンベル

ク領民全体の享受する免除特権の起源は，都市

ジークブルクが皇帝カール4世から橋の補修・
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管理のための通行税徴収権を付与された1357年

の時点，あるいはその直後にまで遡及可能と考

えられる (QRW,62-3)。

なお，この史料は，農村部の年市に関わる興

味深い情報を含むので，一言しておきたい。修

道院長による既述の1174年皇帝特権を拠り所に

した 2マイル以内の年市新設への苦情には，「新

規の年市開設でなく，歴史の古い（修道院）ベ

ーディンクとドールンドルフの年市の移転が問

題なのだから」 (UQ-II,548)と，批難は当たら

ない主旨の解答が寄せられている。この問題の

発端は， 1565年経済的困難に直面した極小都市

ブランケンベルクが，ベルク大公に上記年市の

移転を申請し， 68年に公認を受けたことにある

(Kaeber, 69-70)。このうち修道院ベーディン

クの年市は，アムトマンの次の証言からも明ら

かなように，都市ブランケンベルクを凌ぐほど

の活況を見せていた。「修道院の年市に集まった

人々は，都市ブランケンベルクから飲食物の供

給を受けなければならない。というのも，ベー

ディンクには食堂が一軒しかないからである」

(Kaeber, 20)。ここで注意したいのは，修道

院・村落の年市が， 1174年以前に起源をもつこ

と，従って中世盛期の年市システムが，イルジ

ーグラーの考えるより，はるかに広い裾野をも

っていたことである。

次いで，「広い市場領域」については，手工業

製品の販売市場の広がりと，ジークブルク商人

の能動的活動の範囲を利用する。第一の点でジ

ークブルクは，特に有利な状況にある。ジーク

ブルクの代表的な域外市場向産業である製陶業

の販売市場は，文献史料・考古学的発掘の成果

の双方から追跡可能だからである。この点で，

w. ヘアボルンによる，ボンのラインラント博

物館発行の1964-80年「出土品報告書」と，重

第 59巻第3・4号

要な販売市場の低地地方の都市文書と，に関す

る綿密な検討結果が利用できる (Herborn

[16], 136)。他方，後者について我々は， 16世

紀ジークブルク教区教会の文書室所蔵の裁判記

録に関する F.ラウの詳細な分析成果に負って

いる (Lau,85)。

以上のデータを地図上にプロットしたのが，

地図ー 2である。ユダヤ人金融業者の顧客と市

場税免除特権を享受する定住 アムト＝ブラ

ンケンベルクの首邑都市と修道院市場ベーディ

ンクだけを地図に記した一ーとは，ジークブル

ク周囲およそ20-30kmのほぼ1日行程圏内に位

置して，アムマン以来の研究成果を裏付けてい

る（田北 [72],63-6)。他の 2指標は，それを

越える広がりを見せるが，決して全ての方向に

均質に分布するわけではない。ライン左岸の穀

倉地帯に位置する都市デュレン・チュルピヒ・

オイスキルヘンの近辺とズュルツ上流域と， 2 

つの重心を識別できる。このうちチュルピヒと

オイスキルヘンは，地図ー 1との対比から明ら

かなように，ジークブルクの修道院の分院・修

道院長の食卓用所領の所在地で，商業と領主制

の関係を窺わせて興味深い。ズュルツ上流域に

ついて，類似の関係は知られていない。ただ，

ジークブルクと特に緊密な商業関係にあるヴィ

ッパーフュルトが，ジークブルクと同じケルン

法の継承地だった事実は，やはり経済外的諸カ

の介在を示唆して注意を引く (Lau,85)。

上述の市場領域は， 0.トレプトフが忠実に再

現してみせた，ジークブルクのブルクバンとフ

ォークタイの法制的境界を大きく越えて広がっ

ている (Treptow[37], 729の図10を参照）。そ

の限りで，中世後期ジークブルクは，周辺地域

に対して集荷・供給機能を，そして上位中心地

に対して下位の分配機能を担う，「中位中心地」
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の地位にあった。

III. 中世後期ジークブルクの市場機能

—ー中心地システムの確立

中世後期ジークブルクとケルンの商業・手エ

業関係を考察し，制度的に基礎づけられた中心

地システムの確立過程を追跡しよう。端的には，

生活必需品取引におけるケルンの高次の分配機

能の確立，手工業の原料・製品市場としての相

互依存の形成，さらに，そのような関係を確固

たる基盤の上に据える信用・貨幣関係を概観す

る。その際，おもに依拠するのは次の史料であ

る。まず，ジークブルク市場における取引商品

とその変化は， 1358・1433・1556年のアクチー

ゼ（取引・手工業税）条例と， 1470-16世紀初

の罰則簿とに掲げられた商品の一覧（表ー 3を

参照）から読み取れる。また，ケルン側からみ

たジークブルクとの商業・手工業関係には，

1285-1505年ケルンに伝来する24点の史料が手

がかりとなる（表ー 4を参照）。特に， 1500年ケ

ルン市場におけるジークブルク市民からの不当

な計量手数料・アクチーゼ徴収を契機にジーク

ブルクの修道院長・修道士団が，ケルン都市当

局に寄せた10項目の苦情書は，取引商品と購

入・販売に関する豊かな情報を含み，第一級の

史料となっている（表ー 5参照）。

(1) 食料品の市場関係

1 . 食肉（用家畜）から始めよう。中世市場

史において家畜は，狭い範囲の在地取引商品の

代名詞とも見なされている。都市ケルンの「小

家畜市」も，週2-3日の高い開催頻度に明ら

かなように，近隣地域に市民の日常的な食肉需

要向けの，家畜供給の場を提供した (Irsigler

[24] 219)。しかし，中世後期から秋の国際的

な「大家畜市」という新たな状況が付け加わる。

その中核をなすのが，地図ー 3のルートで搬入

される，フリースラント・ヴェストファーレン

産雄牛の取引である。それは， W.シュトローマ

ーが明らかにした，フランクフルト・ニュルン

ベルクとハンガリー間の大量取引と並び，中世

後期の国際的な雄牛取引の一大幹線をなす

(Stromer [55])。この大規模な雄牛取引の発展

と並行して，その円滑な運営のための制度が，

14世紀末から整備されてくる。そのうち特に重

要なスターペル政策，安全護送，および「フィ

ーターフェル」 Viehtafelと呼ばれる信用制度

を，イルジーグラー論文に沿って概観しておこ

う (Irsigler[24] 223-5)。

12世紀後半以降ケルンスターペルは，「（市民

のための）必需品確保，（域外市場向け商品の）

検査・規格化，（ライン河の水深差に規定された）

積替え強制」 (Kuske[34])と複合的性格を示し

ながら発展する。中世後期ケルンは，他の追随

を許さない強力な経済・金融力を背景に，スタ

ーペル政策の拡充を図った。特に，家畜取引に

関して，運搬上の要路に位置するノイスを始め

競合都市を抑えつつ，周囲7-10マイルに及ぶ

スターペル強制を確立した。それと同時に，家

畜運搬の経路に当たる低地地方・下ライン地

方・フリースラントの諸都市と，商業上の紛争

回避のため，先にも述べた「連帯責任」の免除

規定を含む協定が結ばれ，運搬・商業の安全確

保が進められる。それにも増して重要なのが，

半公的な「フィーシュライバー」 Viehschreiber

の仲介下の独自の信用取引の発達である。すな

わち，買い手の経済力を熟知するフィーシュラ

イバーの立ち会いのもと，フィーターフェルと

呼ばれる支払い指図書が振り出され，翌年2月

ないし 5月に販売代金から清算が行われた。こ

の制度は， 1428年には既に確認されるが，高額
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取引 1470年ケルン市民のノルクは， 2人の

デュレン市民に49頭の雄牛を74グルデンの価格

で販売している (Kuske-II, 231-2) に伴

う資金的制約を打破し，取引の円滑化を強く促

進した叫

このような制度的基盤の上で，ケルンの周辺

諸都市に対する高次の分配機能が確立してくる。

イルジーグラーは，ケルン市場への依存度の高

い都市としてアーヘン，デュレン，ジークブル

ク，ボン，ヴィッパーフェルトを挙げる (Irsigler

[24]'225) (4)。ここジークブルクでは，フィー

ターフェルの史料初出から 5年後の， 1433年の

アクチーゼ条例にフリースラント・ヴェストフ

ァーレン産雄牛が早くも登場し，また1459年と

1500年には雄牛取引が確認される（表ー 3, 5 

参照）。また，既述の罰則簿に盛り込まれた食肉

の価格公定 「肉屋は，ケルンで売られる価

格より 1ペニヒ安く売るべし」 (QRW,20) 

も，ケルン価格への準拠を明示し，家畜取引を

越える緊密な関係を窺わせる。 1442年ジークブ

ルク最古のツンフト規約が，肉屋に伝来するの

も決して偶然ではない。別稿でも触れたように，

食肉用家畜取引の新たな展開に対応すべく，営

業独占権を要求する手工業者と，税収に加え親

方資格取引料・罰金の取り分獲得による増収を

図る修道院長と，の利害の接点でツンフトが形

(3) 1428年ケルン都市当局からユリヒ大公妃宛ての
書簡が，フィーターフェルに関する最初の史料証言

と言われる (Kuske-I,257)。ケルン商人のヘルマ
ン＝フォン＝ヘルダーヴィクは，ユリヒ大公領内で

没収された15頭の雄牛につき，「その販売代金から
債権者に支払わねばならず，（返還されない場合）彼

らともども非常な困難に陥ってしまう」と訴え，そ

の返還を強く要求している。

(4) デュレンについては，田北 [71],681を参照。ま
た， 1434/35年ユリヒ大公のハムバッハ城の家計記
録に従えば， 294頭の雄牛のうち277頭までがケルン
市場で購入されており，ケルンの高次の分配機能を

裏付けている (Dinsttihler[10] 96-100)。

第 59 巻第 3• 4号

成された（田北 [80]374-7)。ここに，市場管

理・徴税目的に「上」から組織されたアムト的

組織から，自律性の高いツンフトヘの発展の第

一歩がしるされる。

2. 中世の食生活において魚は，重要な地位

を占めていた。 H.ディンステューラーは，ユリ

ヒ大公領のレントマイスター， Jレーテルの記し

た1434/35年ハムバッハ城の領主家計記録を分

析し，魚・食肉の消費量の対比から「当時ハム

バッハで生活していた人々の食事にとって魚は，

食肉と同等の重要性をもっていた） (Dinsttihler 

[10], 111) と述べる。また，ケルンの富裕な

金融業者ヘルマン＝ゴッホの1391/94年の家計

記録においても，魚購入のための支出は， 804マ

ルクと食肉の560マルクを大きく上回っている

(Irsigler [19], 644-7)。このような貴族・上

層市民家系の例の一般化には慎重を要するが，

ここ「修道院都市」ジークブルクでの意義は，

1470年頃,,...___,16世紀初頭の罰則簿から容易に窺え

る。先に引用した，週市での取引自由をうたっ

た第13項と塩漬魚・鰊の売り場指定に関する第

28項，あるいは「誰も，そのために任命された

者の立会い下の検査なしに，鰊・燻製鰊・塩漬

魚の樽を開けてはならない」 (QRW,15) と検

査・徴税を定めた第61項が，その代表例である。

そして，この鰊でもケルンは，周辺中小都市

を相手に高次の分配機能を担っていたが，その

制度的基礎は，やはりスターペル＝取引所政策

だった。 B.クスケに従えば， 1425年ケルンに開

設された魚スターペルの拠点＝「魚取引所」は，

市民の生活必需品確保に寄与しただけでない。

遠隔地市場向け供給と絡めてケルンで実施され

た厳格な品質検査制度 当時の法慣習では，

不良商品販売に対する責任は，商人（売り手）

にある は，生産地の品質表示・樽詰め方法
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の規格統一をもたらし，ケルンスターペルの名

声定着に，大きく貢献した (Kuske[33], 129-

31)。そして，ジークブルクにおいて鰊がアクチ

ーゼ条例に初めて登場するのは，ケルン取引所

開設から 8年後の1433年で， 1457,1500の両年

にはジークブルク市民のケルン市場での鰊購入

が知られている（表ー 3, 5)。ちなみに，既述

の城館ハムバッハも，魚購入の90%以上をケル

ン市場に依存していたことを付言しておきたい

(Dinsttihler [10], 109-14)。

ところで，淡水魚の場合，鰊とは逆方向の流

れを看取できる（表ー 5参照）。この点は，ケル

ン側にも鮮明な刻印を留めている。 1505年ケル

ン魚商人のツンフト規約は，成員相互の購入原

価での商品分配を定めた介入権規定の文脈で，

次の興味深い証言を含む。第7項「水路・陸路

を問わず，市長・市場検査官・ツンフト首長・

ガッフェル首長に無断でユリヒ・ベルク地方の

養魚池に魚を購入に出かけてはならない」，第8

項「ボン以北，ハイリゲンガイスト（デュッセ

ルドルフの南）の近辺，その対岸のマハーシャ

イトとユーデスハイム，またジークブルク，ジ

ーゲンとその近隣地域で捕獲され，ケルン市場

に販売のために運ばれる魚は，ツンフト成員間

で均等に分配すべし」 (Loesch-II, 532)。従っ

て，地域内の余剰生産物はジークブルク経由で

ケルンヘ，逆に遠隔地から供給される鰊は，上

位中心地ケルンから周辺地へ， という交互関係

で結ばれた中心地システムの輪郭が，鮮明に浮

上してくる。

3. その他の食料品は，簡単に済まそう。表一

5に見える塩は，ツイダーゼー周辺と低地地方

北部の生産地からケルン経由で供給されていた

(Van Routte [18], 12)。また，チーズ・バタ

ーの乳製品は，在地産・低地地方産の双方を含

みうるが，食肉の保存を始め生活に不可欠な塩

がアクチーゼを免除されたのと対照的に，乳製

品はアクチーゼ条例に挙げられ，しかも1500年

にその購入のためケルン市場を訪問した事実は，

ケルンの高次の分配機能を想起させる。乳製品

に関しては，前記の家畜・魚と同じように，品

質に応じた両方向の商品の流通を考えたい。同

じことは，ブドウ酒にも当てはまる。それらは，

全てケルンスターペルの対象商品に属して，制

度的裏付けをもつことを明記しておく (5)0 

しかし，穀物は，通説の描く像から大きく隔

たっている。中世後期ケルンは，この地方随一

の穀物市場の地位にあり，周辺の有力領主も，

不作時にはケルンから穀物供給を仰がざるをえ

ないほどだったと言われる (Irsigler[20], 57 4 

-5)。そのためにケルンは，近隣の穀倉地帯に

加え，アルザス・中部ライン・マイン地方から

も穀物を購入していたが，同時に地域的な分配

機能も担っていた。「ユリヒ地方で生産された穀

物の大部分は，ケルン市場を通じて直接ベルク

地方へ再輸出されねばならなかった」 (Irsigler

[20], 57 4)。しかし，ジークブルク市民がノイ

スで購入した穀物が，ケルンスターペルの影響

下にケルン市場に供給された以外に，ケルン市

場への依存を示す史料は伝来しない。罰則簿に

おける余所者の穀物取引を週市に限定する既述

の規定，あるいは後述の1516年陶エッンフト規

約の陶器と穀物の「市場価格」での交換を認め

た第29項 (QRW,118) は，ケルンというよ

り，むしろ近隣地域からの供給を示唆する。そ

の間の事情は，修道院の所領経営の拠点として

ジークブルクのもっ，生産物地代の集散地の地

(5) 1434/35年ユリヒ大公のハムバッハ城の家計記録
における，乳製品の購入頻度を都市毎に掲げれば，

次の通りである (Dinsti.ihler[10] 114-7)。ケルン
8回，アントワープとベンゲン（ゾーム）各 1回。
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位から説明されよう。例えば， W.カーゲルは，

中世後期に領主層の危機への対応策として，貨

幣減価を相殺するケルン計算貨幣への連動と

「市場販売に適した良質穀物での地代支払い強

制」とを挙げ，そして第二の方策の代表例にジ

ークブルクを数えているからだ (Kagel[50], 

91)。ローカルな状況に規定されたケルン市場へ

の緩やかな依存を考えたい。ちなみに，ライン

左岸の穀倉地帯に位置する，既述のハムバッハ

の家計記録でも，穀物購入は，ケルン市場でな

く，近くのデュレンとレディンゲンで行われて

いる (Dinsttihler[10], 85-90)。

(2) 手工業関係

中世後期ジークブルク・ケルンは食料品取引

に加え，手工業的にも緊密な相互依存関係にあ

った。以下，手工業原料・製品を順次検討して

いこう。

1. 原料

イルジーグラーは， 1497-1511年ケルン流通

税徴収記録の精緻な分析から，ケルン市場への

ホップ供給地・供給量を再現している。都市ジ

ークブルクは，地図ー 4に明らかな通り，都市

ドイツを除けばライン右岸で唯一ホップの供給

地に属する。これは， 2つの意味から注目され

る。第一に，ホップは，中世後期ケルン「経済

構造」の転換を象徴する商品に属する。すなわ

ち，「経済構造」の転換を彩る部門間隆替の代表

例の一つに，ブドウ酒取引の後退とビール醸造

業の急成長があり，それは1470年代都市会計記

録における葡萄酒輸入税とビール消費税の地位

逆転として鮮明な足跡を残している (Irsigler

[22], 271-82)。そして，そのきっかが，下層

民にブドウ酒からビールヘの飲酒嗜好の転換＝

「消費革命」も惹起した，グルートビールに代

わるホップビールの導入に他ならなかった。ヶ
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ルンのビール醸造業との結びつきは，表ー 5に

明らかな通り，ホップに限らず麦芽にも及んで

いた。第二にホップが，ケルン周辺地における

農業構造の転換を象徴することを忘れてならな

ぃ。既述のように，一部集約農法も伴い広がっ

た，商品作物栽培において選好されたのは，染

料・飼料作物を除けばホップだったからである

(Irsigler [26], 192-3)。第一点と絡めて言え

ばジークブルクは，中世後期下ライン地方を捕

らえた都市・農村にまたがる経済構造の転換の

縮図をなしていた。なお，ケルンのビール醸造

業との緊密な関係は，周辺の中小都市チュルピ

ヒ・デュレンにも知られることを，付言してお

きたい（地図ー 4参照）。

中世後期ケルンの皮革工業は，十指にのぼる

職種分化を伴いながら，高度な発達を示して，

既に原料不足から外部産鞣皮の購入を余儀なく

されていた（田北 [79],26)。なかでも，低地

地方の都市ヘルツォーゲンブッシュが重要で，

15世紀半ばから定期的に大量の鞣皮を供給して

いた (Irsigler[22], 221-2)。この点，ジーク

ブルクも遅れていない。表ー 5に鞣皮取り引き

関係の 2項目が登場する事実が，その一端を物

語る。しかし，中世後期ケルンとの取り引き活

性化は，ジークブルク靴屋の早期的発展とも相

まって， 1488年皮鞣エッンフトの成立をもたら

し，生産組織に鮮明な足跡を留めている。ただ，

この皮鞣エッンフトの公認が，都市内で惹起し

た波紋については，別稿で詳述したので反復は

避ける（田北 [80],380-3)。ここで注意した

いのは，都市領主＝修道院長によるツンフト規

約発給は，既述の罰則簿にうたわれた「営業の

自由」 (QRW,19, §. 118)原則に抵触するだけ

に，他の市民から強い反発を招いたことである。

角度を変えれば，皮鞣エッンフトの形成は，都
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市内の手工業生産力の発展よりは，むしろ外部

市場の拡大から利益を得る特定の手工業者集団

と，税収増加を図る都市領主の利害の接点の産

物と見なせる。別稿で検討した「支配とツンフ

ト」の問題と絡めて表現すれば，市場統制・徴

税目的に修道院長によって「上」から組織され

たアムト的団体から自律性の高いツンフトの発

展は，ケルン市場を通じた皮鞣工の経済力上昇

に裏打ちされていたのである。そして，ジーク

ブルク以外のケルン周辺中小都市の状況も考慮

するとき，皮革取引でのケルンを頂点とする中

心地システム像が浮上する。ジークブルクにつ

いては，表ー 5から読み取れるし，またデュレ

ンからは，ケルン市場経由の338グルデンにのぼ

る大量皮の購入も知られているからだ(Kuske-

II, 432, 669) <5l o 

逆にジークブルクは，手工業原料の市場とし

てケルンに強く依存していた。その印象的な例

が， 1500年ジークブルク染色工による大青・茜

の購入である。この染料植物は，先述の中世後

期下ライン地方の農業構造の転換の過程で，ラ

イン左岸のユリヒやデュレンの周辺地域に急速

に広まった (Irsigler[26], 188-92)。ケルン

は，この時期繊維工業の一大中心地で重要な大

青市場をなす低地地方・イングランドとの密接

な商業関係，あるいは14世紀前半年間 1万反の

生産量を誇るケルン羊毛工業からの高い需要を

背景に，この地方随一の大青市場に成長する

(Kuske [32], 300-3)。その後， 15世紀ケルン

羊毛工業の構造転換を反映するかのように，大

青取引の中心地システムにも一部編成替えが生

(6) 15世紀末ジークブルクからケルン市場への狐皮

の供給は，既にイルジーグラーから指摘されている

が (Irsigler[22] 234-9) , 同じ時期ケルン毛皮細
工のジークブルク市場訪問も知られ（表ー 5)'交互
関係を浮き彫りにしている。

じた。ケルンにおける取引量の減少のなか，栽

培地域に近接する中小都市の市場機能が拡充さ

れてくる。 1424年都市ユリヒの大青取扱商人の

ギルド形成と， 15-16世紀デュレン商人による

アントワープ市場への大青供給とが，その代表

例である（田北 [71],666-73)。しかし，ケル

ンの地域内外市場向けの高次の分配機能の低下

を，誇張してはならない。ジークブルクヘの大

青・茜供給に加え，生産地近くの集散地デュレ

ンからの大量供給が，この時期にも確認できる

からである。

2. 製品

ジークブルク・ケルン間の手工業関係は，原

料に留まらず，製品にも及ぶが，中世盛期と比

較して，確固たる制度的基盤の上で展開した点

で特徴的である。以下，ジークブルクの代表的

域外市場向け産業に対象を絞って，考察してい

こぅ゚

ジークブルクの羊毛工業は，これまで研究史

上余り注目されてこなかった。中世ライン地方

の羊毛工業史を扱った， H.ケレンベンツの一般

的叙述は，ジークブルクに言及もしていない

(Kellenbenz [30])。しかし，近年小都市研究

の活性化と相まって，見直しの機運が高まって

きた。イルジーグラーは，中世後期ケルン「経

済統一体」の文脈でジークブルク羊毛工業への

問屋制的関係の拡大を主張する (Irsigler

[22], 320)。他方，ヘアボルンは，この地方の

小都市， ミュンスターアイフェル・ドイツとの

構造比較も念頭に，ジークブルク羊毛工業の発

達史を克明に辿り，イルジーグラー説を一部修

正する (Herborn[17] 68-80)。すなわち，ケル

ンヘの経済的依存は，有力な遠隔地商人の欠如

からくる製品販売と，その前提としてケルン規

格の受容とに留まり，原料の前貸し支配には至
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らなかった。ヘアボルンは，「ジークブルク産」

製品という史料用語を，その自立性の証拠に挙

げるが，中世後期ライン諸都市の多くを捕らえ

た羊毛工業の構造転換ー一織布から仕上への重

心移動 を看過している。筆者は，この構造

転換後も貫通する特徴としてケルン規格の受容

に注目したい。 15世紀以降顕在化するイングラ

ンド産未仕上品の大量流入に直面した，この地

方の都市の歩調を合わせた対応の表現とも見な

せるからである叫

ジークブルクによるケルン規格受容が史料に

初めて登場するのは， 1433年アクチーゼ条例に

おいてである（表ー 3)。ジークブルク羊毛工業

の後発性 ジークブルク製品が地域市場で初

めて確認できるのは， 1408年小都市チュルピヒ

の年市関係に史料においてである（表ー 1参照）

一ーと関連してか，ユリヒ大公領の都市ミュン

スターアイフェルと比べて約1世紀遅く，「ケル

ン織布エが設定するのと同じ法と慣習の継承」

(Loesch-II, 482-3)を明記した，独自の文書

が伝来するわけでもない。 1433年毛織物税新設

と関連して挙げられた，技術的諸規定に含まれ

る次の一節から，間接的に窺えるに過ぎない。

「検印を受ける前に織物を織機から取りはずし

た者は， 4マルクの罰金刑に処す。また，織機

に関して何か不正をはたらいた者には，ケルン

の罰則を適用する」 (QRW,79-83)。このケル

ン罰則 1400年頃の毛織物工ツンフトの決定

に従えば， 1年間の停職処分，ないし50マルク

の罰金刑 (Loesch-II, 500)ーーヘの準拠に加

え， 1445年ケルン剪毛工の最高賃金公定におけ

(7) ケルン羊毛工業の構造転換と並行した対応を示

した都市として，ジークブルクとノイスを，十分な

対応策を講ぜず衰退に向かった都市として，デュレ

ンとヴェーゼル，をそれぞれ挙げることができる

（田北 [77],874-5)。

第 59 巻第 3• 4号

るケルン製品との同一品質規定が，ケルン規格

の継受を示唆するという。しかし，ジークブル

クは，品質検査・検印を免除された「縁取りの

ない，村落用の毛織物」も生産しており (QRW,

82), 少なくとも，この在地市場向製品について

は自立性を維持していた。

ケルン規格の受容が，より積極的な意味をも

つのは， 15世紀後半の構造転換以降のことであ

る。まず，ジークブルクにおける構造転換は，

1470年頃,--.....,16世紀初頭と1550,--.....,1580年の 2つの

罰則簿の比較から明らかになる。第一罰則簿に

は，楠毛工，毛織物工，縮絨エ・布張工，染色

工，光沢仕上工，と22項目にわたり準備から仕

上まで全ての工程が，均等に扱われたのと対照

的に，第二の罰則簿では毛織物工・染色エ・剪

毛エと仕上工程を軸に10項目が記載されるに留

る(QRW,18-9, 25)。2つの罰則簿に挟まれ

た時期に剪毛エ・染色工は，ケルン規格を継受

する。 1494年剪毛工ヨハンの仕上仕事の適否を

めぐる係争はケルン参審人裁判所に，そして

1545年染色工ヤコブによる「茜と大青を使用し

た染色仕事」の適否をめぐる係争はケルン取引

所裁判官halrichterに(8), それぞれ最終判定を

委ねて，文書継受を前提とした上級審関係を示

唆する (QRW,107, 125)。ちなみに，第一罰

則簿の第106項と15世紀後半ケルンの染料規定

とは，揃って Volmar,felmerBと呼ばれる劣質

の染色材料の使用禁止を定めており (QRW,

16 : Loesch-II, 107-8), 染色工によるケルン

規格受容の時期は，数十年は遡及できるやも知

れない。

そして，この構造転換の過程で， 1547年初め

(8) ケルン毛織物取引所での係争は，週 3日（火，

木，土）市参事会員 2名の担当下に開催される裁判
において処理された (Kuske[33], 129)。
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て毛織物工はツンフト規約の発給を受ける。こ

の事実は，先の皮鞣エと同じように，それまで

の品質管理・徴税のためのアムト的組織から自

律的なツンフトヘの上昇と，ケルン規格の受容

を挺子にした手工業者の経済力上昇とを，強く

印象づけている（田北 [80],383-6)。裏返せ

ば，ケルンを通じて大量に流入する域外中間製

品の同一規格による加工，ケルン経由の再輸出

の形で，ケルン・周辺中小都市間の分業関係が

再編された。これは，遠隔地商業の衝撃を契機

とした地域的な中心地システム編成替えの例と

して銘記する価値がある。

中世後期ジークブルクにおいて羊毛工業と並

ぶ重要な域外市場向け手工業が，製陶業である。

1982年ヘアボルンは， 1960年代以降の考古学的

発掘の豊かな成果を摂取して，研究史の総括を

行った (Herborn [16])。陶器の形状・質・種類

の変化を基準とした場合，その発達史は，次の

3時期に区別できる。第一期は，ジークブルク

独自の陶器様式の確立を通じて，後の発展の礎

石が据えられた中世盛期で，専ら考古資料に依

拠せざるをえない。第二期は，窯焼き温度の上

昇により硬質陶器の生産が可能となり，大量需

要向けの食器類の地域内外市場への販売を通じ

て急成長する中世後期で，文献史料が相当数伝

来する。陶エツンフトが形成されたのも，この

時期に属する。第三期は，洗練された技術に基

づく工芸品生産への重心移動に対応して領主・

上層市民への需要構造の転換と販売地域の広域

化が進む近世 (1550年以降）で，ツンフト規約

を始め豊富な史料が伝来する。

ところで，この時期ケルンに活発な製陶業は

立地せず，ジークブルクとの関係は，商業部面

に限られる。唯一の例外が， 16世紀前半ケルン

都市当局の火災防止のための窯取り壊しを契機

とした，ケルン陶工のジークブルク移住で，上

述の工芸品生産への傾斜との時期的符合から，

双方の因果関係を主張する見解もある (Her-

born [16, 146)。この点は措くとして，ジーク

ブルク・ケルンの商業関係の考察から，ケルン

の高次の集散機能を逆照射していこう。

ジークブルク陶器に関する最古の文献史料は，

1376年ケルン都市会計記録に含まれる次の一節

である。「ジークブルク産陶器の代金として30マ

ルク 6シリングを，また運搬費として 1マルク

4シリングを支払う」 (Knipping-I,236)。そこ

には，購入者による運搬費負担の原則が既に明

記されて，早期から密接な関係を窺わせて興味

深い。さらに， 1446年ケルン都市役人への衣服

支給を定めた文書に「ジークブルク産陶器係」

(Stein-II, 323)が登場して，専門の検査係を

必要とするほどの取引活性化を示唆する。その

背景には，重要な販売市場の低地地方において

ジークブルク産陶器が，しばしば「ケルン産」

の名のもとに取引された事情が横たわっていた。

しかし，ケルンの担う商業的役割は，遠隔地

市場への供給に限らず，地域的な集散機能も担

当していた。その際，ケルン市場への依存の根

底にある，ジークブルク側の要因を看過しては

ならない。陶工による能動的商業活動の制限が

それだが，以下，第二期・第三期の転換期に伝

来する最古の1516年ツンフト規約を手がかりに

考察しよう (QRW,111-8)。

「誰もアウルガッセ（陶工の集住する郊外市）

を除き，ジークブルク内の他の場所で陶器を販

売してはならない」 (QRW,116)と，都市内の

売場が指定されただけではない。同時に，「ジ一

クブルクの陶工や他の者は，商人が行うように，

水路，陸路を通じてアウルガッセから製品を搬

出してはならない。すなわち，デュセルドルフ
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以北とアンダーナハ以南に製品を荷積・販売・

供給してはならない」 (QRW,115-6) と，低

地地方・上部ドイツというジークブルク製品に

とって 2大遠隔地市場向けの商業も禁止されて

いる。ヘアボルンは，その間の事情を，有力な

遠隔地商人層の欠如と，陶エ間の製品販売の機

会均等策とから説明する (Herborn[16] 134-

5)。第一点には，既述のように問題が残るが，

第二点は十分納得できる。特に，聖マルティン

祝日 (11月11日）から灰の水曜日に至る冬場の

窯焼き禁止のなか (QRW,115, 119), 数箇月

にわたり準備を重ねてきた大量製品の販売の正

否は，陶工にとって，まさに死活問題となって

いた。しかし，デュセルドルフ～アンダーナハ

間の地域的商業が，陶工の掌中にあったわけで

なく，やはりケルン商人に委ねられていた。1516

年ツンフト規約は，ジークブルク・ケルン間の

陶器取引に関して多くの条項を含む。

「陶工は，自分で行うか他人を使って行うか

にかかわりなく，ジークブルク製品を，都市ケ

ルン内ないし直外で販売するために，アウルガ

ッセから水路・陸路を通じて搬出してはならな

ぃ。また，ジークブルク・ケルン間の水路・陸

路上で譲渡・販売する目的で，製品を誰かに販

売したり，荷積みさせてはならない。製品の買

い手がケルン市民・住民の場合，自分でジーク

ブルクを訪問するか，あるいは人を送り，規則

通りに売買契約を結び，その後，自分の費用・

手配により水路・陸路によりケルン内まで運ぶ

べし」 (QRW,115), 「ケルン内・直外，アンダ

ーナハ以北，あるいはデュセルドルフ以南，ヶ

ルン・ジークブルク間で取引した陶工は，ツン

フト首長 4名による処罰に処す」 (QRW,

116)。従って陶工は，ケルン商人相手に受動的

役割に徹している。他方，ケルン商人は，費用

第 59巻第3・4号

自弁の代価として様々な便益を享受する。ケル

ン商人に損害を与える，ないし彼らから苦情を

受ける製品の販売は，陶工に厳禁されている

(QRW, 115)。

ところで，この時期ケルン商人を始め外部商

人と陶工の商業関係は，どのようなものだった

のだろうか。 1457年ジークブルクの裁判記録簿

の一節が手がかりとなる。「陶工のタイル＝フェ

ルトナーは，ヘルツォーゲンブッシュの商人ア

ンドレイス＝ノイスに7000個のブドウ酒ツボを

渡し，ケルンに供給させて，販売代金をケルン

の聖マルティン大市で受け取る約束をしたと証

言した」 (Lau,136)。生産から販売に至る大き

な時間・空間的乖離は，大量商品の特定商人へ

の販売委託の形で商業信用を生み出した。この

委託販売は， 16世紀にも基本的に存続したが，

変化がなかったわけではない (QRW,143-

5) (9)。1516年ツンフト規約は，「陶工は，商人と

彼らの祖先の時代と同じような関係を保つべ

し」 (QRW,117)と，商業関係の変化を示唆す

(9) 16世紀半ばの陶エツンフトにおいても，特定商人
による委託販売は，広く行われている。 1552年陶工

ヨハン＝クヌイトゲンは，ヨハン＝フェルデナーと

次の内容の商業契約を結んでいる。「フェルデナー

は低地地方とハンブルクにツボなどの製品を携え

て商業旅行をする限り，毎年クヌイトゲンに 5タラ

ーを支払うこと。この支払は，解約通告まで続けら

れること」 (QRW,136-7)。また，もう一方の重要
な遠隔地市場である上部ドイツについては，ツンフ

トが，直接に商人と委託販売契約を結んでいる。

1560年頃の陶工内部の係争文書は，「当手工業では，
誰もが家計維持のため製品を託する，我らの陶器商

人に，上部ドイツ地方の商業旅行を秋に行わせ，取

引に当たらせることを慣習としてきた」 (QRW,

143)と述べる。しかし，第三期の工芸品生産への傾

斜と，新技法の特定家系＝クヌイトゲン家への集中

は，彼らの商業進出＝既述の対内的平等原則の動揺

を招いている。同じ文書は，この点を次のように伝

える。「ペーター＝クヌイトゲンはツンフトの委託

販売に満足できず，他の商人と関係を結び，ジーク

ブルク製品と並び外部製品を運び・販売させてい

る。•••ペーターは，前年の秋には 4 回にわたりツン
フト全体の生活を賄えるほど大量の製品を送り，一

人私服を肥やしている」と。
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る微妙な表現を含む。筆者は，新たな信用関係

の展開と理解したい。上記の1457年史料から明

らかな，委託商人との関係をより強固な基盤上

に置く，抵当設定が登場する。

「陶工は，量の多少にかかわりなく，債権・

債務と製品販売のために保証人を設定してはな

らない。商人の側が，抵当設定を希望する場合，

陶工は4人のツンフト首長の立ち会いのもとで

行うべし。 4人のツンフト首長が，抵当金額を

見積り金額を提示した時点で，製品を引き渡す

か，あるいは金額の修正を求めるかし，その後

で製品を荷積みするか，放置するか決めるべし。

信用ある保証人を立てるとき，0.5グルデンを越

えてはならない」 (QRW,114), 「陶工は，他の

陶工の製品購入に当てるための抵当を商人に貸

与してはならない」 (QRW,115), 「陶工は， 2

グルデン以上の製品代金の代わりに商品を受け

取るべからず。そのときケルンとジークブルク

双方で共通に流通する貨幣で受け取るべし。そ

の際4名のツンフト首長の立ち会い・助言を留

め， 2グルデン以上の抵当設定を行ったときに

は，規定の罰金刑に処す。但し，陶エが製品の

代金を穀物で受け取る場合，その時々の市場の

価格を越えないかぎり，穀物で受け取ってもよ

い」 (QRW,118)。ライン左岸の製陶業の中心

都市フレヘンと違って，ケルン・低地地方の商

人による明瞭な問屋制的関係は確認できないが

（田北[77],868), この信用制度の新たな展開

は注目される。とりわけ，この時期製陶業を越

えて，経済全体に深く浸透し，中心地システム

を支える制度的基盤ともなっていたからである。

(3) 信用関係

1990年キールにおいて「中世後期・近世の信

用」をテーマに掲げた国際研究集会が，開催さ

れた。そのなかでH.ファン＝デア＝ヴェーは，

「私的信用の歴史に関する研究。方法論的な概

観」と題する報告を担当し，その冒頭で共通テ

ーマに関わる簡明な概観を与えている。「中世後

期以来信用制度は，局地的，地域的，および国

際的な商業取引において隅石の地位を占めてい

た。…さらに信用は，中世後期には既に，都市

手工業者と農民の日常生活に深く浸透してい

た」 (VanderWee[56], 215)。この指摘は，

中世後期ケルンの経済にも当てはまる。特に，

信用関係の商業から日常生活・手工業への浸透

が，検証されているからだ (Irsigler[21], 297 

-8)。また，ジークブルクに関して，ジークブ

ルク居住のユダヤ人金融業者の債権証書に挙げ

られた顧客一覧が，手がかりとなる（表ー 2)。

「商業取引と原料購入のためにタイムリーな時

点の信用」 (Irsigler[25], 130)と，表現される

ように，広範な手工業者・小商人による小額の

短期借り入れが確認される。さらに，手工業生

産における信用関係の展開は，前述の陶工の事

例と，問屋制的関係を軸にした中世後期ケルン

「経済統一体」，から容易に看取できる。その意

味から，上述の国際研究集会でR.ホールバハ

が， 13-16世紀ドイツ手工業における信用の位

置と絡めて，「手工業にとって中世は，信用経済

の時代だった」 (Holbach[ 48], 157)と述べた

のも，決して誇張ではない。

それと並んで，中世後期下ライン地方の信用

制度における重要な変化は，主要な信用供与者

の交替である。端的には，ユダヤ人やロンバル

ト人に代わる在地商人・金融業者の台頭と表現

できる。 14世紀半のペスト流行時のユダヤ人迫

害（ケルンでは1424年に追放） トリーア大

司教領では，ユダヤ人の影響は長く残る を

契機に，その影響力は大きく後退した (Ennen

[13], 69-72 : Irsigler [25], 132-9)。ここに
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生じた金融市場の空隙を埋めるかのように，ロ

ンバルト人が進出する。 14世紀前半下ライン中

小都市多数へのロンバルト人の定住が，それを

雄弁に物語っている（地図ー5参照）。しかし，

彼らの優位も長くは続かなかった。 14世紀末以

降ケルン商人が，彼らに取って代わるからだ。

ケルン商人の主導的地位の獲得は，ユダヤ人・

ロンバルト人金融業者の完全な排除を意味する

わけではないが，時代の要請に応える制度の導

入も伴っていただけに，広く受け入れられた。

ユダヤ人・ロンバルト人の高利（年16,--..._,33,--.....,50

％）・短期貸付に代わる，いわゆる定期金債務に

よる低利 (4,--....., 10%)・ 長期貸付（終身・世襲）

への転換が，それである。この定期金債務は，

次の制度的条件と相まって，慢性的な資金不足

に悩む都市・聖俗領主に急速に普及した。第一

に，債務基盤の不動産から資産全体への拡大に

よる，返済不能の危険性の減少。第二に，突然

の返済請求を回避する，解約通告権の債務者へ

の限定。第三に，第二点とは逆に，債権者に有

利な条件として世襲定期金の譲渡・相続の保証。

中世ケルンの都市会計簿の編者である R. クニ

ピングに従えば，ケルン最初の終身定期金の受

領書は， 1312年に伝来する (Knipping-I , 

XXVI-XXX, 210-17)。しかし，定期金債務の

制度が整備され，都市会計簿に継続的な記録が

始まるのは， 1350年以降のことである。そして，

1377/92年終身定期金に加えた世襲定期金の導

入と， 1394年事務繁忙を理由とした，債務処理

専門の「土曜日の会計局」の開設とを契機に，

14世紀末には都市財政に深く根を下ろしてくる。

ここジークブルクにあって定期金債務への移

行は比較的遅く， 14世紀末以降のことである。

しかし，折しも修道院長・ベルク大公・市民の

都市内闘争と時期的に重なったこともあって，

第 59 巻第 3• 4号

定期金販売は急増する。この抗争の最中の1401

年修道院長から「教会法の利子禁止」を理由に

禁止された定期金販売は(UB-II, 19), 1403年

修道院長・市民の和解文書では「終身定期金証

書の発行」 (QRW,76)が明記され，公認され

る。特に， 1403年の都市火災は極度の財政逼迫

と，定期金支払のための新規の定期金販売とい

う悪循環に導いたからだ。例えば，最古の都市

会計記録の伝来する1429/30年の経常収入は，

3579マルクだったのに対し，終身定期金債務は

13055マルク 定期金支払額は1517マルク

一ーにも達している (Lau,74-6)。その後，債

務累積のなか1437/38年を境に，定期金率の低

い世襲定期金への重心移動も図られる（表ー 6

参照）。この間，ジークブルクにとって最も重要

な定期金市場となったのが，ケルンである。都

市会計記録が断片的に伝来する1403年以後につ

いて F.ラウは，「定期金購入者のなかで，ケル

ン市民が群を抜いて筆頭に位置し，人数の点で

それに次ぐのがジークブルクの聖職者だった」

(Lau, 76)と，述べる。同時に，表ー 6に明ら

かなように，都市だけでなく都市領主＝修道院

長も，ケルン金融市場に強く依存していた。

この点，周辺中小都市も例外ではない。ライ

ン左岸の中都市デュレンからは，既に1366年以

来ケルン市民への定期金債務を確認できる

(Kaemmerer-I/ 2, 163-5)。都市デュレンに

よるユリヒ大公の債務肩代金17500シルトは，ケ

ルン市場での終身定期金販売を通じて調達され

ている。ちなみに，その際ケルンの定期金購入

者は， 1407年国王ルプレヒトの文書では300人，

1417年国王ジークムントの債務返済に関する仲

裁文書によれば，「都市ケルン内だけで聖職者・

俗人併せて400人」にも達する (Kaemmerer-

II, 260-1, 287-9)。
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このように定期金制度の確立は，ケルンを頂

点とする金融的な中心地システム形成と並行し

ている。ただ，定期金売買をめぐるケルンとの

関係も，決して一方通行ではなかった。 1473-

75年帝国防衛戦争の色彩を帯びるノイス戦争を

境に，ケルン財政は極度に悪化し，逆に周辺中

小都市での定期金販売を余儀なくした。ジーク

ブルクでは1486年に（表ー 6)' またデュレンで

は1476,1480, 88, 97, 99の各年に，ケルンの

定期金販売を確認できる (Kaemerer-I / 2 , 

594-6 , 633-6, 636-7, 689)。このような定

期金売買の交互関係の基礎に，ケルンとの緊密

な貨幣関係があったことは，言うまでもない。

むすび

本論では，中世盛期・後期小都市ジークブル

クを対象とし，特に近隣の都市ケルンとの経済

関係を軸に，その市場機能の変化を追跡した。

その際，修道院市場→商業地→ 「完全都市」に

関するフリンクの段階的発展説，中心地の中心

性序列の確定指標として市場領域の広がりに関

するシェラーの見解，および下ライン地方にお

ける経済的な中心地システムの形成・編成替え

に関するイルグーグラーの見解，の当否を問う

形で検討してきた。もっとも，表題の「中世後

期ケルン空間の中心地システムの確立」を結論

するためには，今後多数の都市を対象とした実

証研究の積み重ねが必要なことは，十分承知し

ている。その意味から本稿は，あくまで小都市

ジークブルクの市場機能に反映された限りの，

中間総括の域を出るものではない。最後に，本

稿でもしばしば比較材料に取り上げてきた，中

小都市チュルピヒとデュレンに関する検討結果

も念頭に，冒頭で提起した問題に解答を寄せる

ことで，結びとしたい。

第一に，この地方の経済的な中心地システム

において中世後期は，大きな分岐点をなしてい

た。中世盛期下ライン諸都市の緩やかな年市シ

ステムから，中世後期ケルンを頂点とする生

産・流通双方に誇がる中心地システムヘの編成

替えを看取できるからだ。 12世紀後半に輪郭を

整えてくる下ライン諸都市の年市システムは，

ケルン，アーヘン，デュイスブルク，ュトレヒ

トの 4都市を頂点とし，ジークブルク，ボン，

ェッセン，ノイスの中小都市を連環としつつ遠

隔地商業・地域商業を組織し，また修道院市場

ベディンクの例から窺えるように，在地商業の

中心地も，その広大な裾野に組み入れていた。

この年市システムは，近年シャンパーニュやフ

ランドルの年市にも比肩されるように，下ライ

ン地方の経済で重要な役割を演じた。しかし，

その意義を過大に評価することも許されない。

ジークブルクとケルンの経済関係にしても，

1184年ジークブルク『奇蹟伝』の一節から窺え

る，年市商業を除けば，金銀細工のような奢1多

品工業に限られていた。何よりも，地域的な商

業・手工業関係の恒常化に不可欠な制度的基盤

に欠けていた。 13世紀半ば以降，この年市シス

テムが急速に解体に向かう事実が，基盤の脆弱

さを雄弁に物語っている。

中世後期に上記の 4都市のなかから抜け出た

ケルンを核に，周辺の中小都市との間に商業・

手工業・金融的な中心地システムの再編が進む。

ここに，市場（シュターペル•取引所），手工業

（ツンフト・製品の規格化），信用（問屋制度・

定期金売買）を始め確固たる制度基盤の上に中

心地システムが確立してくる。それは，ケルン

「経済統一体」に象徴される，問屋制度を紐帯

とした手工業的な分業関係に留らない。ジーク
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ブルクの例に明らかなように，大量需要に支え

られた食料品についても，ケルンの高次の分配

機能を確認できるからだ。その際，商品の流れ

は決して一方通行ではなかった。上位中心地ケ

ルン経由での域外商品の輸入・分配と域内余剰

商品の集荷とは交差しており，文字通り交互関

係によって緊密に結合する中心地システム像が

鮮明に浮かび上がる。ジークブルク手工業にお

いてイルジーグラーの主張する問屋制的関係こ

そ検出できないが，原料供給の相互依存，同一

規格の継承を契機とした市場販売・検査制度の

相互依存，および製陶業の例に見える，抵当設

定による商人・手工業者の関係強化を確認でき

る。さらに， 14世紀以降定期金制度の普及が，

ケルンを金融的な上位中心地の地位に押し上げ

たことに，もはや多言は不要であろう。

第二に，このような中心地システム編成替え

の原動力は，地域内外の諸力の重層的作用に求

めることができる。端的には， 13-14世紀初頭

ヴィリカチオン制の解体と定期借地への移行，

それに伴う農民経済の自立性の拡大，あるいは

地域間商業の活性化をもたらす生産の地域特化

下ライン北部の牧畜経営への傾斜と，西部

平野部の穀物と並ぶ商品作物栽培の普及 ， 

さらにケルン市場を経由したイングランド・低

地地方の経済活力の流入，が挙げられる。この

ような都市・農村の同時並行的な経済構造の転

換ー一手工業の部門間・エ程間の隆替と一部に

集約農法の採用も伴う手工業原料・飼育作物栽

培の拡大とによって特徴づけられる一ーの凝集

的な表現が，ケルン「経済統一体」に他ならな

し％。

ジークブルクも，それと無縁ではなかった。

近隣の農業構造の転換を受けて，手工業原料の

集荷地として市場機能を強めた。 15世紀後半か

第 59巻第3・4号

らケルンの部門間隆替を象徴しつつ飛躍的に発

展した，ビール醸造業へのホップ供給が，その

代表例である。また，ケルンの食料・原料・製

品の全てにわたる高次の集荷・分配機能の確立

は，中位中心地ジークブルクの市場機能の拡充

を促進した。さらに，手工業におけるケルンと

の密接な連動関係も看過できない。 15世紀以降

イングランド産中間製品の大量流入を背景とし

たケルン羊毛工業の構造転換と歩調を合わせ，

ジークブルクも仕上工程への重心移動を進め，

特に，ケルン規格の受容を基礎に顕著な発展を

とげて， 1547年毛織物工ツンフトの形成をもた

らした。 1488年ツンフト規約の発給を受けるま

での皮鞣工の成長も，ケルン皮革工業からの吸

収力を考慮して初めて説明できる。

従って，中世後期ジークブルク経済は，全体

として「危機」ではなく，「構造転換」による新

たな胎動過程にあった(10)。通説から「危機」の

兆候に挙げられる1403年都市火災後の財政逼迫

を拠り所に，その深刻さを誇張してはならない。

1450年以降債務の漸次解消を窺わす都市当局の

定期金販売の激減（表ー 6)' あるいは1441年都

市当局のベルク大公への臨時の貨幣貸付額，450

(10) w. ライニングハウスは， 14-19世紀マルク伯領の
ツンフト・手工業史に関する概観—同時に伯領全
体の関係史料の一覧作成も兼ねる一~において，中
世後期ヴェストファーレン都市の経済局面をめぐ

る議論にも興味ある論点を提示する (Reininghaus
[52a] 13-14)。これまでヘルヴェーク沿いの主要都
市，ドルトムントとゾーストの経済的停滞を基礎に

主張されてきた，都市経済全般の停滞説が俎上に載

せられ， 2重に経済の重心移動に彩られた構造転換
説が対置される。すなわち，鉄（針金）加工業の急

成長とケルン・低地地方との商業関係の緊密化に伴

う北部地域の台頭と，小都市の新たな中心地として

の地位上昇とが，同時進行した。従って，危機説に

代わる，中心地システムの内外諸力による編成替え

の視点の導入と，中世後期の小都市の叢生の中に

「半都市・発育不全都市」といった衰退の兆候をで

なく，近世に繋がる発展の兆候をみること，の 2点
で銘記する価値がある。
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グルデン 1429/30年都市歳入の43%に相当

を市民が負担可能だった事実は (QRW,

84), その間の市民の経済力上昇を示唆する。

第三に，中世後期ケルン空間の経済を，上記

のような構造転換や中心地システムの再編と捉

えるからといって，決して「都市の黄金時代」

といった楽観的な像を提示するつもりはない。

ケルンの場合，経済構造の転換には，手工業部

門・エ程間の隆替による多数の熟練労働者の生

業機会の喪失が，そして構造転換の担い手であ

る親方＝問屋主の台頭には，その前提として手

工業者の広範な階層分化が，それぞれ付随して，

都市内の社会的緊張を増幅したことは間違いな

ぃ。その象徴的表現が， 14世紀後半から繰り返

し発生した「市民闘争」に他ならない。ジーク

ブルクの場合，「市民闘争」は，支配構造と社会

経済構造の特質，あるいはツンフト形成の後発

性も反映して，はるかに複雑な様相を呈する。

詳細な検討は，別の機会に譲るが， 1395-1407

年修道院長・ベルク大公間の都市支配権抗争と

市民の「自治権」闘争の交錯の中での修道院長

派の市長・市参事会員の解任劇の形で，また1441

年市民集会で作成された苦情書の提出として，

行われるといった具合である (Lau[35] : Wis-

plinghoff [38] QRW, 83-88)。

しかし，中心地システム確立の衝撃を，都市

の社会階層の緊張増幅に限定することは，一面

的に過ぎる。その背後には，市民の中核をなす

手工業者の経済力上昇と，それを踏まえた政治

的影響力の拡大が，横たわっている。この点は，
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地図(1) 修道院の主要所領の分布
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地図(2) 中世後期ジークブルクの市場領域
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地図(3) 15世紀ケルン雄牛市場の吸引領域
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地図(4) 1497-1511年ケルン市場へのホップ供給地

． H● lmond 1 
• Eindhov●n 

15 

I 
• Emmericht 

A

z

 
H,in,b● ,g 
• 1 

Ronderolh ． ＇ 
Uniヽ;<h • 1 

・ルlich1

• bia 20 MALTER 

● bh 200 MAlTER 

．匹r800 MAlTER 

Grrrtnbroich、令ghov●"1 
● Nolle, 旧im5

Romm●『aklrch●n●
5 

紐・lh,°

.Slommeln5 

ePulhoim2 

P● II● nd0<I 1 
.G●y● n 1 ．．  

B~rgheim" Br● uw● olor 
2 

1 
lchendo,I 2 悶●応11l 

Hcppo必 13、←m●nboch3 
• • •froch 1 

Sindorf3•!:::' • lh-4 ..  Eff●'°"1 

． ， 
Onn● u2 

．凶'""2
S匹bu,g~． 

I• IS lief● ronl● n (Mindell1ohl) 

． Poll1 
•01• db● ch1 

点碑 10 20 Zulpich 1 ． 
Km Eu1kirchen・・1 

． ． Vern,ch 
＇ ル`

／
 

ぐヶ
f
 

Ollheim1 ． 
Drees 

• I 

［典拠]Irsigler [22], 239. 

-286-



中世後期ケルン空間の中心地システムの確立

地図(5) 14世紀下ライン都市へのロンバルト人の定住
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表(1) 11-16世紀ジークブルク市場史関係の略年表

1064 ケルン大司教アンノによるミハエル山頂のベネディクト派修道院創設. (Flink, 179). 

1069 ケルン大司教アンノの要請を受けた国王ハインリヒIVによる市場・流通税・造幣権の発給

(QRW, 50-1). villa Antreffaの移動(Treptow,753-7). ケルン手工業者の移入(Ennen

[12] 186). 

1071 I国王ハインリヒIVの市場バン特権の付与：厳密に確定されたバン領域設定．修道院長による罰

金徴収権 (QRW,51-2). 

1075 I聖なる司教アンノの遺言に基づく修道院への埋葬.12Jh半にはこの地方で最も活発な巡礼地．

1100年頃ジークブルク修道士の作成したAnnoliedとVitaAnnonisの促進的作用 (Flink,

180). 

llJh末 ユダヤ人の定住確認 (Lau,40). 15世紀初にはケルンヘ移住．

12Jh ケルンヘの移住者：ノイスと並び最高数24名(Ennen,125). 遠隔地商人の流出(Herborn[16] 

131-3). 

1105/ 修道院の発達：修道士数 (1075年40名,....__,1121年120).分院数の増加=8 (Wisplinghoff [ 40] 

1121 64-84). 修道士用穀供給地については地図(1)参照．

1122 国王ハイリヒIVによる修道院領内の貴金属・鉱物資源の寄進： 12Jhに銀山開発 (Flink,

180). 

1125 ケルン大司教フリードリヒによるケルンでの流通税免許特権の発給 (QRW,52-53). 

1135 造幣活動＝銀山開発との関連 (Flink,180). 

12Jh半 ジークブルク商人の中部・上部ライン地方における葡萄酒取引の確認 (Ennen,186). 

1174 皇帝フリードリヒ Iによる1069年特権追認．周辺2マイル内の年市新設禁止 (QRW,54). 

1180/ 3 ケルンから Gregoliusaltar,Annoschreinを購入 (Ennen,138). 

1182 囲壁建設を窺わすoppidumと市政・裁判制度の中枢の参審人の史料初出. (QRW, 55-6). 

1183 都市ジークブルク居住の織布エGodefridusへの言及 (Herborn[17] 68). 

1184 キリスト昇天日 (5.10)の年市での毛織物販売. (Herborn [17] 68). 

1250— 修道院経済の危機,....__,1320頃. (Wisplinghoff [ 40] 114-6). 

1285 修道院長・参審人・市参事会によるケルン市民の人柄・商品の安全確認 (QRW,57-58). 

1286 修道院のケルン市民への羊毛での債務返済 (Ennen,175). 

13Jh末 ジークブルク市場での販売のための最良穀物での地代支払義務 (Kagel,91). 

13Jh末 ロンバルト人の定住確認 (Lau,40). 

1350ー ジークブルクのユダヤ人金融業者ジーモンの帳簿伝来 Clrsigler[25]). ⇒別表(2)参照．
1355 粉挽税徴収 (QRW,61-2). 

1357 皇帝カールIVによるジーク・アゲル川の橋梁維持のための通行税徴収許可. (QRW, 62-3) : 

1572年 ブランケンベルク領民の通行税免除 (UQ-II,541-3, 547-8). 

1358 修道院長・修道士団による都市のアクチーゼ徴収許可. (QRW, 63-6) =:>別表(3)参照．

1376 ケルン都市当局によるジークブルク産陶器の大量購入. (Knipping-II, 234, 236, 241, 

247). 

1378 ベルク大公による橋での流通税免除特権の付与 (QRW,68-9). 

1386 裁判条例に木曜日毎の自由な週市開催規定. (QRW, 2). 

1387 ベルク大公による市民の領内流通税免除特権の付与 (QRW,70-1) • 

1394 ベルク大公の1357年皇帝特権の追認 (QRW,72). 

1394 ベルク大公による都市のアクチーゼ徴収許可=22年期限．毛織物税新設 (QRW,73). 

1395— 修道院長と修道院守護＝ベルク大公間の私闘 (,....__,1407).市民の自治権闘争. (Lau, [35]). 

1397 ケルン都市当局によるジークブルク市場訪問者の安全確保の要請 (Ennen-VI,595). 

1408 チュルピヒ年市におけるジークブルク産毛織物取引の確認．（田北 [70]103-5). 

1415 国王ジークムントによる1357年皇帝カール IV.特権の追跡 (QRW,77-8). 
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1417 Iベルク大公によるジークブルク・ケルン・ジークブルク・ボン間の流通税免除特権 (QRW,78 
-9). 

1433 I修道院長・修道士団による都市のアクチーゼ徴収許可. (QRW, 79-83)⇒別表(3)参照．
毛織物アクチーゼの新設と詳細な検査・検印規定を含む．

1442 Iジークブルク最古の肉屋ツンフト規約. (QRW, 88-9). 

1445 Iケルン剪毛工の賃金公定にジークブルク産毛織物登場 (Loesch-II.207). 

その先行史料の1344年毛織物商条例にはジークブルク産の欠如 (Loesch-I , 64-5) . 

1446 ケルン都市役人にジークブルク産陶器係の名の登場 (Stein-II,323). 

1453 靴屋ツンフト規約. (QRW, 93-4). 

1455 仕立屋ツンフト規約. (QRW, 94-5). 

cl458 パン屋ツンフト規約. (QRW, 97-9). 

1468 武器所有義務を負う市民の一覧=145名中42名に職業の記載. (QRW, 99-101). 

cl470/ 罰則簿における市場取引関係の条項 (QRW, 8 -22). ⇒別表(3)参照．
16Jh初 §. 22 : 食肉価格をケルンより 1d. 安く公定．

§. 117 : ケルンから購入された牛皮のエ賃・税率

§. 118: 「誰でも皮鞣業を営めることとする」 (S.20) } 
皮鞣工

1486 Iジークブルク市民によるケルン終身定期金500gl. の購入 (Kuske-III,238). 
1488 皮鞣エッンフト規約の発給 (QRW,104-6). §. 4→ケルンで購入た牛皮のエ賃・税率．

1491 I第二年市＝聖マタイ祝日 (9. 21)開催. (Lau, 86). 

1492 ジークブルク商人のアントワープ，デフェンター市場訪問 (Dosseler,85). 

1494 剪毛工の仕上仕事の適否をめぐる係争の最終裁定のケルンヘの委託 (QRW,107). 

1497/ ケルン流通税徴収記録にホップ供給地として登場. (Irsigler [22] 239, 260). ⇒地図(4)参照．
1511 

1500 I修道院長・修道士団によるケルン市場での不当な流通税・計量手数料徴収への苦情書. (Kuske 
-II, 808-9) =t>別表(5)参照．

1505 ケルン魚商ツンフト規約：重要な河魚供給地にジークブルクの地名 (Loesch-II, 532). 

1516 陶エツンフト規約. (QRW, 111-118). 

1547 毛織物工ツンフト規約. (QRW, 125-8). 

1556 修道院長・ベルク大公の都市アクチーゼをめぐる協定. (QRW, 138). =:>別表(3)参照。
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表(2) 1359-72年ジークブルクのユダヤ人金融業者の顧客層

項目 no 年 ページ 居住地 職業 金額

64 1364 149/50 ジークブルク市民4名 肉屋，鍛冶屋 175m. 

67 1368 150 ジークブルク市民2名 パン屋，仕立屋 49m. 6 s. 

76 1365 151 鍛冶屋 12m. 

77 1364 151 渡舟の船頭 15m. 

79 1364 151 Lamar richter裁判官 32m. 

81 1364 152 Lomar richter裁判官 75m. 

83 1366 152 伝令官 46m. 

85 1368 152 richter裁判官 400m. 

89 1365 153 Mondor£ scholtiss 127m. 6 s. 

90 1361 153 宿屋主人 25m. 

91 1372 153 Melenkoven 羊飼い 100m. 

92 1359 153 ビール醸造人 80m. 

96 1365 153 Zudendorf 粉挽き 22m. 

99 1362 154 Menden 騎士 37schild 

103 1363 154 scholtiss 60schild 

104 1364 154 鍛冶屋 30m. 

105 1372 154 宿屋 150m. 

109 1365 155 Eigelsdorf scholitiss 120m. 

111 1363 155 pijffer楽師 20gl. 

114 1365 156 scholtiss 54m. 

122 1367 156 ジークブルク市民2名 仕立屋 15m. 

125 1366 156 刃物師 66m. 

［典拠]Irsigler [25] 142-57. 
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表(3) 1358,...__, 1556年ジークブルクのアクチーゼ条例・罰則簿に見える商品一覧

品目 1358アクチーゼ条例 1433アクチーゼ条例 1470-16c罰則簿 1556アクチーゼ条例

葡萄酒

゜ ゜ ゜ ゜葡萄酒小売

゜
0 ** 

酢

゜ ゜ビール（販売）

゜ ゜ ゜ ゜パン（販売）

゜ ゜
0 ** 

塩漬肉

゜ ゜ ゜穀物

゜ ゜ ゜食肉用家畜 0 * 0 ** 
゜家畜（馬）

゜ ゜ニシン

゜ ゜ ゜魚

゜ ゜ ゜バター・チーズ

゜ ゜獣脂・ベーコン

゜ ゜ ゜塩

゜馘物

゜羊毛

゜ ゜ ゜皮・鞣革樹皮

゜
0 ** 

靴

゜木材・建材

゜ ゜ ゜木炭・薪

゜ ゜ ゜タール

゜樽

゜
0 ** 

毛織物取引

゜
0 <dorp tuch〉 0 *** 

毛織物検印

゜
0 ** 

麻織物・衣服

゜陶器 0 ** 
蠍燭

゜レンガ

゜石灰

゜石炭

゜葡萄の支柱

゜鉄・船

゜その他 商業荷車 売買商品全て その他商品

［典拠］年代順に， QRW,63-66, 79-83, 8 -22, 138. 

（註） ＊ウェストファーレン・フリースラント産雄牛を含む． ＊＊関連職種の手工業者対象の項目．

＊＊＊イングランド・リンブルク産製品を含む．
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表(4) 13,--__, 15世紀ケルンに伝来するジークブルク関連の史料一覧

(1) 1385 2. 14 : Siegburg verspricht den Koiner, die Siegburg besuchen, Schutz an Personen und 

Sachen und alle Freiheiten in-und ausserhalb des Gerichts, wie diese die Siegburger selbst 

geniessen. (Kuske-I, 15) = (Lau, 57-8). 
(2) 1376 7. 23,.___, 10. 29 : Stadtrechnung-Ausgabe. (Knipping-JI, 234, 236, 241, 247). 

(3) 1397: Verzeichnis von Koiner Gut, das in Geldern und Jtilich beschlagnahmt wurde. (Kuske-I, 

105-6). 

(4) 1397 9. 22 : Der Koiner Rat ersucht Btirgermeister, Schoffen und Rat von Siegburg, Sorge zu 

tragen dass die den Siegburger Markt besuchenden Koiner Btirger sicher zurtickgeleiten werden. 

(Ennen-TV, 595). 

(5) c. 1400 : Johann von Reven, Vogt zu Siegburg, an Koln ; Der Zoll, der in Troisdorf von neuem 

eingerichtet wurde, und wo man einen Koiner anhielt, liegt nicht in seinem Amt, sondern gehi:ihrt 

der Herzogin von Berg. (Kuske-I, 135). 

(6) 1403 7. 6 : Befreiung der in Koln sich niederlassenden Siegburger von sofortigen Eintritt in eine 

Gaff el. (Stein-I, 228). 

(7) 1421 9. 23 : Ki:iln an Eberhard von Limburg ; Entgegen den Vertr註genmit den Herzog von Berg 

sind Koiner Btirger, die den Markt zu Siegburg besuchten, in Merten durch Johann von Eitorf auf 

die Stadt Ki:iln und nicht wegen Properschuld bektimmert worden. Dazu vorzogen die Betroffenen 

ausdrticklich im Vertrauen darauf, dass Eberhardt von Limburg ihnen selbst bei Feinden der 

Stadt Geleit verschafft habe, nach Siegburg. Soll die Freigabe der Gtiter beim Gericht zu Merten 

verlassen. (Kuske-I, 228). 

(8) 1422 9. 29 : Ki:iln an Herzog Adolf IV. von Berg ; Bitten um Rtichzahlung des von den Ki:ilnern 

zwischen Ki:iln und Siegburg erhobenen Zolles, da sie stets frei darvon gewesen sind. (Kuske-I, 

235). 

(9) 1428 5. 21 : Ki:iln an Vogt in Siegburg ; Die Koiner, die nach Siegburg zu Markt zogen, sind dort 

Liefmans des J uden wegen unberechtigt bektimmert worden. Der Mann, mit dem er in der 

Fettwage sich wegen dessen Schulden geeinigt hat, hat seine Termine immer innegehalten und 

das Geld liegt Liefman zur Verftigung bei Johann van Stralen. Liefman kann aber auch Geleit an 

den Hauskran bekommen. Bittet um Aufhebung der Arreste. (Kuske-I, 255). 

(10) 1438 9. 3 : Ki:iln an Johann Quade ; Soll sich bei Herzog Gerhard von Jtilich-Berg wegen 

Abschaffung neuer Zolle in dessen Land versenden. (Kuske-I, 323). 

(11) 1439 1. 22 : Koln an Herzog Gerhard von Jtilich-Berg ; Trotz seines Versprechens, das er den 

stadtischen Gesandten in Bensberg gab, wird der Siegburger Zoll von den Ki:ilnern weiter erhoben. 

Soll das verbieten. (Kuske-I, 324-5). 

(12) 1445 : Ratsverordnung betr. den Tuchhandel. (Loesch-II, 206-8). 

(13) 1446 3月： Koln and Herzog Gerhard von Jtilich-Berg ; Der Schultheiss von Siegburg 

bektimmerte dort Koiner Kaufleute wegen einer Forderung an einen Koiner. Bittet, es zu hindern, 

da den beiderseitigen Geleitsvertr註genwiderspricht. (Kuske-I, 383). 

(14) 1446 6. 6 : Register der Rentmeister Uber die Kleidung der st註dtischenBeamte und Geschutz auf 

den Toren und Turmen. (Stein-II, 319-34), 1468 (Stein-II, 437-48). 

(15) 1454 4. 15 : Koln an Siegburg ; Will am zweiten Freitag nach Ostern (5. 3) das tibliche Essen 

abhalten. Bittet, Peter Boilman zum Ankauf von Hechten (snoiche) behilflich zu sein, da diese in 

Koln augenblicklich nicht zu bekommen sind. (Kuske-II, 70). 

(16) 1457 2. 23 : Koln an die Btirgermeister zu Siegburg ; Hermann Kasselmann, der mit Gut vom 

Markt zu Deventer kam und es ohne Verkauf in Koln auf ein anderes Schiff umschlug, hat davon 

die tibliche Umsatzgebtihr zahlen sollen und ist daher nicht zu Unrecht vom Akzisemeister um 

eine Tonne Heringe gepf註ndetworden. (Kuske-II, 92). 
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(17) 1459 5. 9 : Wilhelm Spiess von Bullesheim, Abt, Rembold von Plettenberg, Schultheiss, und 

Hermann Sybelen, Vogt zu Siegburg, an Koln ; Der Siegburger Burger J ohannsson von Koln kann 

mit Hilfe der Kaufleute, von denen er auf dem Kolner Markt drei Ochsen kaufte, bezeugen, dass 

das nicht vor der festgesetzten Marktzeit geschah, wie die Marktmeister behaupten. Soll das Vieh 

freigeben lassen. (Kuske-II, 103). ・ 

(18) 1463 12. 10 : Testament von Eilsuch van Emunt=都市の公証人. (Kuske-III, 240-1) 

(19) 1486 8. 2 : Ein Kolner Eingesessener der peltzer (pellifex) Dietrich van Gelre ist nach Siegburg 

zu Markt gezogen und zwischen Bodingen und Herchen mit seinem Gut tiberfallen warden. (Kuske 

-III, 238). 

(20) 1486 10. 18 : Rentenk註ufe.(Kuske-III, 172). 

(21) 1493 5. 7: Johann von Nesselrode, Abt zu Siegburg, an seinen Oheim Bertram von Nesselrode, 

Erbmarschall von Berg ; Beschwert sich, dass Koln, entgegen den Freiheiten der bergischen 

Untertanen, von dem Siegburger Heinrich zu Starkenberg Zoll flir vier Stuck Wein fordert, die 

er in die Stadt einfuhrte. (Kuske-II, 662). 

(22) 1500 8. 6: Johann von Nesselrode, Abt, sowie Prior und Konvent zu Siegburg an Herzog Wilhelm 

IV von Jtilich-Berg ; Ihre Burger werden entgegen ihren Privilegien in Koln mit Kranengeld und 

Akzisen beschwert. Soll als Herr und Schirmflirst Anderung verlassen. (Kuske-II, 808). 

(23) 1500 8. 6 : Dieselbe an Koln ; Beschweren sich tiber Krannengeld und Akzisen, die von den 

Siegburgern gefordert werden. (Kuske-II, 808-9)~ 表 (5)参照

(24) 1505 12. 20 : Zunftbrief der Fischh註ndler.(Loesch-II, 529-36). 

表(5) 1285,...__, 1505年ケルン・ジークブルク経済関係

ケルン→ジークブルク ジークブルク→ケルン

§. 1 未加工の牛皮 §. 1, 2 鞣皮・漂白済の皮

§.5 川舟の籠入り商品＝雑貨商 §.3 ピッチ他商品＝フランクフルトで購入

I §.6 大青・茜・ミョウバン＝染色工 §.4 魚

§. 7 雄牛く1459(13)〉 §.8 麦芽

§. 9 塩・バター・油・チーズ・ニシン §.10 穀物＝ノイスで購入

陶器 (2)

ニシン (16) 葡萄酒 (10)

葡萄酒 (21) 毛織物 (12)
II 毛皮？＝ケルン 毛皮細工師 (19)

＊ジークブルク市場の訪問 ＊ケルンの市場訪問

(1) (4) (5) (7) (8) (9) (10) (11) (13) (3) (6) (22) (23) 

（註） 1. Iは1500年苦情書の商品. IIは，それ以外の史料から看取できる商品ないし市場訪問

2. ( )は表(4)の史料番号．

3. 1500苦情書の形式は次の通りである。前書「誉れ高き賢明なる市参事会の皆様（ヘル）。我らの

市民が，ライン河上にて，またケルン市内にて課された負担について苦情を寄せています。我々

は，印章付きの文書によって（流通税）免除を証明できますし，ここに我々がお願いしたいの

は，お送りした書きつけを一項目ずつ対照していただき，皆様の（流通税）賦課が，皆様の罰金

支払い義務を生ずるものであることを御確認願うことです。それは，以下の通りです」.§. 1→ケ

ルンのザルツガッセの徴税吏による「未加工・漂白済の牛皮と皮から起重機使用料未払いの罰金

を含めて20s.」．
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1486 

1490 

1497 

1510 

1511 

1512 

1512 
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表(6) 中世ジークブルクにおける貨幣・金融関係史料の一覧

ケルンペニヒ貨の流通圏内 (Ennen[12], 145). 

ジークブルク修道院のケルン市民への羊毛での債務返済 (Ennen[12], 175). 

Hirzenach分院の経済的困難を理由としたジァ、ークフルク，コフレンツ，マインツのユダ

ヤ人とボッパルト，バハラハの金融業者からの債務， 1250-1320年修道院の経済危機を

反映したユダヤ，ロンバルト人からの債務 (Wisplinghoff[ 40], 88-9) . 

ジークブルク市場で穀物販売のための最良質の現物地代の指定 (Kagel[50], 91). 

ジークブルクのユダヤ人金融業者ジーモンの帳簿 (Irsigler[25])⇒表 (2)参照．
ベルク大公のユダヤ，ロンバルト人からの債務の市民転嫁の断念 (QRW,69). 

都市当局による終身定期金の販売，定期金率11%(Lau, 74). 

都市の債務返済のための貨幣貸付＝定期金販売の修道院長による禁止 (UQ-II,19). 

修道院による終身定期金証書交付の公認 (QRW,76). 

最古の都市会計記録：歳入額3579m.終身定期金債務13055m(10%). 世襲定期金は9

s. 1例のみ (Lau,74-6). 

終身定期金から世襲定期金 (5%)への重心移動 (Lau,76). 

都市当局・共同体による修道院長への世襲定期金販売 (UQ-II, 120, 124). 

都市当局・共同体によるケルン市民への世襲定期金販売 (Lau,76). 

修道院長・修道士団によるケルン市民への世襲定期金販売 (UQ-II, 171-2). 

都市当局・共同体によるボンの女子修道院への世襲定期金販売 (UQ-II, 198). 

都市当局・共同体によるケルンのカルメル派修道院への世襲定期金販売 (UQ-II, 207-

8). 

修道院長・修道士団によるケルンのカルメル派修道院への世襲定期金販売 (UQ-II, 

211). 

ケルン公証人エムントの遺言状：ジークブルクの定期金所有 (Kuske-II, 240). 

修道院長・修道士団によるケルン市民への世襲定期金販売 (UQ-II, 226). 

修道院長・修道士団によるケルン市民への世襲定期金販売 (UQ-II,227-8). 

罰則簿：ケルン貨幣での取引強制．余所者との現金取引の原則 (QRW,13-14). 

ジークブルク市民の500glに及ぶケルン終身定期金の購入 (Kuske-III,172). 

都市当局・共同体によるケルン市民への世襲定期金販売 (UQ-II,280). 

修道院長・修道士団とケルンの聖マクシミン修道院の定期金をめぐる抗争 (UQ-II, 

302). 

修道院長・修道士団によるケルンのカルメル派修道院への世襲定期販売 (UQ-II, 

338). 

修道院・修道士団によるケルン市民への世襲定期金販売 (UQ-II, 341). 

修道院長・修道士団によるケルン市民への世襲定期金販売 (UQ-II, 345-6) . 

都市当局・共同体によるケルン市民への世襲定期金販売 (UQ-II, 34 7) 
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